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響き合う人とデータ ̶  統数研プロジェクト紹介
第1回「日本人の国民性調査」
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「第11回統計教育方法論ワークショップ」の開催
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研究教育活動
平成26年度公開講座報告
2015年1月－3月の公開講座実施状況
統計数理セミナー実施報告（2015年2月～4月）

統数研トピックス
ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）／ビッグデータ研究所（BDI）所長のWolfe教授が統計数理研究所を訪問
カンボジア森林局庁森林研究所およびネパールポカラトリブヴァン大学森林研究所とのMOUを締結
樋口所長による年度始めのあいさつ

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係

お知らせ
本研究所学術刊行物のリポジトリでの公開許諾について

共同利用
平成27年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
平成26年度共同利用公募追加採択課題
平成27年度統計数理研究所公募型人材育成事業の採択について

外部資金・研究員等の受入れ
共同研究の受入れ／受託研究の受入れ／外来研究員の受入れ／寄附金の受入れ
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所外誌掲載論文等
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「国際的な学会を立ち上げるときに、アメリカは自国が世界
の中心だと考えているのでInternationalという語句を使わな
い。一方でヨーロッパでは多くの国の集合体でアメリカに対峙
するためInternationalから始まる名前をつける。これに対し
て我々は…。」 これは今から20年ほど前に、ある小規模の学
術機関（研究会）を立ち上げる際にH先生が述べられた挨
拶の言葉である。実はこの後、どのような話の成り行きになっ
たのか殆ど覚えていないのだが、H先生の最初の言葉はそ
の後もずっと記憶に残っていて、現在に至るまで諸学会や機
関の基本的なスタンスの違いや学術水準の理解に役立って
きた。
私の専攻の自動制御に関する国際学会としてIFAC

（International Federation of Automatic Control；国 際
自動制御連盟）とIEEE（The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers, Inc.；米国電気電子学会 ）の中の
CSS（Control Systems Society；制御システム学会）の2つ
の機関があるが、これら2つの関係がヨーロッパ系の学会とア
メリカ系の学会として最初にあげた性質を強く持っている。
IFACは1957年にソビエト連邦によって世界初の人工衛星

スプートニク1号が打ち上げられた際に、西側諸国の自動制
御の研究者が危機感を持ち、東と西の定期的な研究会合を
開催する必要に迫られて同年に発足した。そのような経緯か
らIFAC第１回目の世界大会が1960年にモスクワで開催され、
第2回は1963年にバーゼル（スイス）で、以後何回かは東と
西でほぼ交互に世界大会が開催されるといった、政治的な色
合いの強い動機から出発している。ソ連崩壊後は東西を意識
することなく3年ごとに世界各地で開催され、2014年には初め
てアフリカ大陸（ケープタウン）で第19回世界大会が開催され
た。過去19回の世界大会の中には2回のアメリカ開催も含ま
れるが（極めて少数）、発足の経緯からヨーロッパの研究者が
多く運営に係わっており、事務局もウィーンにある。自動制御に
関する多様な応用分野を含む世界最大規模の学術機関であ
り、ヨーロッパを主体としたInternationalから始まる学会の典
型的な事例となっている。
これに対してIEEEは1963年にアメリカ電気学会（AIEE）

と無線学会（IRE）が合併して組織化され、計39の分科会
から構成されて、アメリカ発祥にもかかわらず、電気系で最
大の国際学術機関である。しかしその名称には、国際性を
強調した語句も、地域（国名）を特定化する修飾語も付いて
おらず、分野の特定はあるものの名前から見る限りただの

Institute（学会の集合体）である。日本語の翻訳では、学会
の運営主体を明らかにする意味もあり「米国電気電子学会」
あるいは「アメリカに本部を持つ電気電子学会」と記述され
る。CSSはこのIEEEに含まれる学会（分科会）の一つであり、
自動制御の理論と応用に関する分野を扱っているが、これに
も国際性や地域を表す名称が付いておらず、ただの
Societyとなっている。このCSSが主催する学術講演会とし
てCDC（Conference on Decision and Control；決定と
制御に関する会議）があるが、これも名称は国際性も地域
（国名）も明らかでないConferenceである。CDCの開催場
所としては発祥地のアメリカ国内が最も多いが、地域色のな
い名前も影響して、それ以外でも少なからず開催されている
（ギリシャ、日本、中国、スペイン、イタリア）。開催地に応じて
アメリカ以外の地域や国の学術機関との共同開催もあるが、
基本的立場として国際性も地域性も名称に加えない
Conferenceを貫いているように見える。しかし自動制御の特
に理論に関する分野では、CSSとCDCは世界で最高水準
であり、逆にSocietyとConferenceという呼称に学術水準に
対する揺るぎない自信を感じる（Kalman Filterの最初の論
文はCSSの論文誌に掲載されなかった）。
様々な段階での国際化が諸団体･機関の学術的な水準を

はかる目安とされているが、そのような流れを見る際に、この2
通りの国際化の方向を歩むIFACとIEEEのCSSは、単なる
名前だけの違いでなく、それぞれ独自の立場から学術レベル
に対する揺るぎない自負を体現しているように思われ、学会（あ
るいは機関）のスタンスと学術水準を判断するときの大きな尺
度になっている。
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前列左から中村、吉野、後列左から前田、朴

▲「他人のため」と「自分のことだけ」が逆転
たいていの人は「他人の役に立とうとしているか」あるいは「自分のこと
だけに気をくばっているか」を質問（＃2.12）。「他人の役に」の割合は
毎回少しずつ増加し、2013年には「自分のことだけ」の割合を上回った。

▲「生まれかわっても女」が主流に
「もういちど生まれかわるとしたら、男と女のどちらに生まれてきたいか」の質
問（＃6.2）。男性の答えには変化がなく、女性は以前「男に」が6割を超え
ていたものの、最近では7割が「女に」生まれかわりたいと答えている。

■「日本人の国民性調査」の3つの目的

国民性の解明
調査結果をとおして、日本人のものの見方や考え方とその
変化を明らかにしていく。調査を継続することで、多くの興
味深い知見を得ることを目指している。

調査手法の研究開発
実際の調査を行いながら、回収率の低下やインターネット
の登場など調査環境の変化を見据え、今後の社会変化にも
対応できる新たな統計調査手法を研究開発していく。

統計手法の研究開発
より優れた統計的方法を研究していく。シミュレーションな
どの仮想データではなく、現実の調査データを用いること
で、実際に役に立つ統計的方法の開発を目指す。

計量的調査だからこそ浮き
彫りになる実像

統計数理研究所のプロジェクトの中

で、最も古くから続いているのが「日本

人の国民性調査」だ。統計科学を駆

使し、現代を生きる日本人の意識や行

動について客観的なデータを集め、実

証的に国民性を明らかにする――。そ

のスタンスこそが統数研ならではのもの

であり、思想家や評論家などによる日

本人論との大きな違いだ。基本に忠実

な調査の継続により、マスメディアなど

による世論調査の方法論をリードする

役割も担ってきた。「基本に忠実」とは、

「成人全体を母集団とし、無作為抽出

により選ばれた対象者に訪問面接によ

る聴き取りを行う手法」を指す。

スタートは終戦から8年後の1953

年。日本全体が敗戦で自信を失い、考

え方や行動の価値基準が揺らいでいる

のではないかとの懸念から、実態を把

握するために企画された。この第1次

全国調査の結果、予想したほど自信喪

失してはいないこと、日本人論者が描く

ような「典型的日本人」などごく少数に

過ぎないことなどが明らかになった。計

量的な調査だからこそ見えてきた「総

体としての日本人」の姿だ。

民意を正しく抽出し、政策に反映さ

せることは民主主義の基本。そのため

に欠かせないのが、統計的手法による

社会調査だ。当初1回限りの予定だっ

た国民性調査は、その重要性が認識さ

れ、機関研究として5年ごとに継続す

ることになった。調査の主な目的は3つ

ある。1つは、上に掲げたように、日本

人の意識動向を示すデータの獲得。2

つ目は、サンプリングや回答法など社会

調査の技法を研究開発すること。3つ

目が、この調査のデータを素材として実

践的な統計解析法を開発することだ。

今日まで半世紀を超えて統数研を含

め、国内外の多くの研究者がこの調査

に携わってきた。現在の担当者は、調

査科学研究センターのメンバー 5人。

データ科学研究系・データ設計グルー

プの中村隆教授をリーダーに、吉野諒

三教授、前田忠彦准教授、土屋隆裕

准教授、構造探索グループの朴堯星

助教が携わる。直近では2013年に第

13次調査を実施し、2014年10月末

に結果を公表した。

時代・年齢・世代の切り口
で変化を探る

調査開始から60年の間には、いろ

いろな出来事があった。日本人の意識

そのものは、大きく変わった面もあれば、

あまり変わっていない面もある。たとえ

ば、「たいていの人は、他人の役に立と

うとしているか、それとも、自分のことだ

けに気をくばっているか」という設問で

は、1978年には「自分のことだけ」が

74％で、「他人の役に」は2割に過ぎ

なかったのが、年を追うごとに少しずつ

後者が増えて前者は減り、2013年に

はついに逆転した。

「生まれかわるとしたら、男と女のどち

らに生まれてきたいか」では、当初は男

女共に「男に生まれかわりたい」が多

数派だった。今は、9割の男性が相変

わらず「男に」と答えているのに対し、

女性は「女に」が上回り、7割を占める

までになっている。

一方、統計解析法の開発は、画期

的な進化を遂げた。それまで誰も突破

口を見出せなかった難問に、中村の開

発したモデルが風穴を開けたのである。

人々の考え方を通して社会の動きを

捉えようとするとき、最も重要なことは、

その意見の変化が何に起因しているか

を見極めることだ。主な要因は、「時代」

「年齢」「世代」の3つ。時代とは、全

体の意見が同じ方向を向くような「時

勢による要因」を指す。時代効果の大

きい意見は流動的で、ある時点を境に

異なる意見に入れ替わる可能性があ

る。これに対し、年齢とは時代や世代

に関わりなく、加齢やライフステージに

より変化していく考え方。年齢効果が

大きい意見は、社会全体で見ると長期

にわたり変動は少ない。そして世代と

は、異なる世代間の相違のこと。ロー

マ時代の「軍団」を意味する「コウホー

ト」とも呼ばれる。世代差を生むのは、

若いときに受けた戦争や大災害、大事

件の体験などだ。コウホート効果が大き

い意見は、社会の中では世代交代に

よってゆるやかに変化していく。

ところが、現実にはこの3要因の影

響は混ざり合っていることが多く、分離

することが難しい。たとえば、若い時の

意見を世代間で比較するとき、どうして

も時代の違いが持ち込まれる。いわゆ

る「コウホート分析の識別問題」だ。中

村は「これを識別できれば、過去の社

会意識の変化の構造が明らかになり、

将来の動向予測にも役立ちます」と話

す。その手法が1982年に開発した「ベ

イズ型コウホートモデル」だ。

「日本人の国民性調査」

60年間の継続調査で蓄積した宝
統計数理研究所が手掛ける数々のプロジェクトを取り上げ、研究者たちの取り組
みや、他機関との連携の様子を紹介するシリーズ。第1回は、戦後まもない時期
から60年以上にわたり継続している「日本人の国民性調査」について紹介する。

第 回1

実際の調査結果に照らしてみよう。

たとえば、「一番大切と思うもの」を自

由回答で挙げてもらう質問がある。「家

族」と答えた人の割合は、1958年に

は12％だったものの、2013年には

44％に増え、「愛情・精神」「生命・

健康・自分」を抑えて1位となっている。

「分析の結果、『家族が大切』という回

答には、コウホート効果はそれほど大き

くなく、時代の影響が一番大きいこと

がわかりました」と中村。1973年を境

に、時代要因によって世代や年齢に

関わらず、社会全体にこの意識が浸

透してきたという。「そして、その裏には

結婚や子供の誕生により変化する加

齢の様子（年齢効果）が見られるので

す」とも。

日本人をより深く探究するために、

1971年からはハワイやブラジルなどの

日系人、欧米の人々との国際比較も

始まった。特に近年は、吉野がアジア・

太平洋諸国との比較を進めている。

データの“質”と回収率アッ
プを追究

こうした統計分析をする上で、最大

の強みとなっているのが、60年間にわ

たり蓄積されたデータの存在だ。国民

全体を対象とする社会調査で、半世紀

以上も継続しているものは世界中を探

しても他にないという。これを支えてきた

のが、統数研の研究者たちの自負と情

熱だ。

分析の精度を高めるために、研究者

たちはバイアスのかからない“質の高い

データ”を入手することに心を砕いてき

た。第1次調査から一貫して、調査員

が回答者に直接会って聞き取りをする

「面接調査」の方式を踏襲しているの

もそのためだ。「たとえば電話調査では

『その時間に家にいる人』というふるい

がかかるし、FAXやインターネットなら

『受信機やパソコンを持っている人』に

限定されてしまう。郵送調査にも、本人

以外が代筆するリスクがある。正確な

調査を実現するのは難しいのです」と

吉野は指摘する。

面接の対象者を抽出するのには、

「層化多段抽出法」と呼ぶサンプリング

方法を用いる。手順は次のとおり。まず

全国の市区町村を人口規模によって6

つの層に分け、それぞれから300～

400程度の町丁字を人口に比例する

確率によって選ぶ。さらにそれぞれに割

り当てた人数を住民基本台帳から等間

隔に抜き出す。こうして選んだ人たちの

自宅を調査員が訪ね、面接調査を実

行する。「1988年の調査までは、役所

へ行って台帳を書き写したり、全国の

大学を回って学生調査員を教育したり、

すべて自前でやっていました」と前田は

明かす。

だが、近年になり、こうした方法の

前に立ちはだかったのが、プライバシー

保護意識の壁だ。年々回収率が低下

し、2013年にはついに50％まで落ち

込んだ。調査不能の理由のうち6割を

占めるのが「拒否」。この状況を何と

かしようと、研究者たちはさまざまなア

プローチで奮闘している。たとえば土

屋は、集まったデータが「調査に協力

的な人」に偏る傾向があることから、こ

れを考慮した「調査不能バイアスの補

正法」を研究。また朴と土屋は、郵送

調査の回収率向上策を探りつつ、郵

送調査において本人確認する方法を

試行し、検証を進めている。さらには、

ホームページに特設サイトを設ける、

調査結果を1項目ずつカードに印刷し

たトランプを作成して学校などに配付

するといった広報活動にも力を入れて

いる。

国民性調査の意義について、「その

時代の日本人の考えを記録する最も有

力な手段」と前田が表現すれば、朴も

「調査の蓄積は宝物。これからますます

誰もがその重要性に気づくはず」と力を

込める。連綿と築き上げた“至宝”を

守り通し、次世代へ受け継ぐための挑

戦は続く。　　　　　　　 （広報室）
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前列左から中村、吉野、後列左から前田、朴

▲「他人のため」と「自分のことだけ」が逆転
たいていの人は「他人の役に立とうとしているか」あるいは「自分のこと
だけに気をくばっているか」を質問（＃2.12）。「他人の役に」の割合は
毎回少しずつ増加し、2013年には「自分のことだけ」の割合を上回った。

▲「生まれかわっても女」が主流に
「もういちど生まれかわるとしたら、男と女のどちらに生まれてきたいか」の質
問（＃6.2）。男性の答えには変化がなく、女性は以前「男に」が6割を超え
ていたものの、最近では7割が「女に」生まれかわりたいと答えている。

■「日本人の国民性調査」の3つの目的

国民性の解明
調査結果をとおして、日本人のものの見方や考え方とその
変化を明らかにしていく。調査を継続することで、多くの興
味深い知見を得ることを目指している。

調査手法の研究開発
実際の調査を行いながら、回収率の低下やインターネット
の登場など調査環境の変化を見据え、今後の社会変化にも
対応できる新たな統計調査手法を研究開発していく。

統計手法の研究開発
より優れた統計的方法を研究していく。シミュレーションな
どの仮想データではなく、現実の調査データを用いること
で、実際に役に立つ統計的方法の開発を目指す。

計量的調査だからこそ浮き
彫りになる実像

統計数理研究所のプロジェクトの中

で、最も古くから続いているのが「日本

人の国民性調査」だ。統計科学を駆

使し、現代を生きる日本人の意識や行

動について客観的なデータを集め、実

証的に国民性を明らかにする――。そ

のスタンスこそが統数研ならではのもの

であり、思想家や評論家などによる日

本人論との大きな違いだ。基本に忠実

な調査の継続により、マスメディアなど

による世論調査の方法論をリードする

役割も担ってきた。「基本に忠実」とは、

「成人全体を母集団とし、無作為抽出

により選ばれた対象者に訪問面接によ

る聴き取りを行う手法」を指す。

スタートは終戦から8年後の1953

年。日本全体が敗戦で自信を失い、考

え方や行動の価値基準が揺らいでいる

のではないかとの懸念から、実態を把

握するために企画された。この第1次

全国調査の結果、予想したほど自信喪

失してはいないこと、日本人論者が描く

ような「典型的日本人」などごく少数に

過ぎないことなどが明らかになった。計

量的な調査だからこそ見えてきた「総

体としての日本人」の姿だ。

民意を正しく抽出し、政策に反映さ

せることは民主主義の基本。そのため

に欠かせないのが、統計的手法による

社会調査だ。当初1回限りの予定だっ

た国民性調査は、その重要性が認識さ

れ、機関研究として5年ごとに継続す

ることになった。調査の主な目的は3つ

ある。1つは、上に掲げたように、日本

人の意識動向を示すデータの獲得。2

つ目は、サンプリングや回答法など社会

調査の技法を研究開発すること。3つ

目が、この調査のデータを素材として実

践的な統計解析法を開発することだ。

今日まで半世紀を超えて統数研を含

め、国内外の多くの研究者がこの調査

に携わってきた。現在の担当者は、調

査科学研究センターのメンバー 5人。

データ科学研究系・データ設計グルー

プの中村隆教授をリーダーに、吉野諒

三教授、前田忠彦准教授、土屋隆裕

准教授、構造探索グループの朴堯星

助教が携わる。直近では2013年に第

13次調査を実施し、2014年10月末

に結果を公表した。

時代・年齢・世代の切り口
で変化を探る

調査開始から60年の間には、いろ

いろな出来事があった。日本人の意識

そのものは、大きく変わった面もあれば、

あまり変わっていない面もある。たとえ

ば、「たいていの人は、他人の役に立と

うとしているか、それとも、自分のことだ

けに気をくばっているか」という設問で

は、1978年には「自分のことだけ」が

74％で、「他人の役に」は2割に過ぎ

なかったのが、年を追うごとに少しずつ

後者が増えて前者は減り、2013年に

はついに逆転した。

「生まれかわるとしたら、男と女のどち

らに生まれてきたいか」では、当初は男

女共に「男に生まれかわりたい」が多

数派だった。今は、9割の男性が相変

わらず「男に」と答えているのに対し、

女性は「女に」が上回り、7割を占める

までになっている。

一方、統計解析法の開発は、画期

的な進化を遂げた。それまで誰も突破

口を見出せなかった難問に、中村の開

発したモデルが風穴を開けたのである。

人々の考え方を通して社会の動きを

捉えようとするとき、最も重要なことは、

その意見の変化が何に起因しているか

を見極めることだ。主な要因は、「時代」

「年齢」「世代」の3つ。時代とは、全

体の意見が同じ方向を向くような「時

勢による要因」を指す。時代効果の大

きい意見は流動的で、ある時点を境に

異なる意見に入れ替わる可能性があ

る。これに対し、年齢とは時代や世代

に関わりなく、加齢やライフステージに

より変化していく考え方。年齢効果が

大きい意見は、社会全体で見ると長期

にわたり変動は少ない。そして世代と

は、異なる世代間の相違のこと。ロー

マ時代の「軍団」を意味する「コウホー

ト」とも呼ばれる。世代差を生むのは、

若いときに受けた戦争や大災害、大事

件の体験などだ。コウホート効果が大き

い意見は、社会の中では世代交代に

よってゆるやかに変化していく。

ところが、現実にはこの3要因の影

響は混ざり合っていることが多く、分離

することが難しい。たとえば、若い時の

意見を世代間で比較するとき、どうして

も時代の違いが持ち込まれる。いわゆ

る「コウホート分析の識別問題」だ。中

村は「これを識別できれば、過去の社

会意識の変化の構造が明らかになり、

将来の動向予測にも役立ちます」と話

す。その手法が1982年に開発した「ベ

イズ型コウホートモデル」だ。

「日本人の国民性調査」

60年間の継続調査で蓄積した宝
統計数理研究所が手掛ける数々のプロジェクトを取り上げ、研究者たちの取り組
みや、他機関との連携の様子を紹介するシリーズ。第1回は、戦後まもない時期
から60年以上にわたり継続している「日本人の国民性調査」について紹介する。
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実際の調査結果に照らしてみよう。

たとえば、「一番大切と思うもの」を自

由回答で挙げてもらう質問がある。「家

族」と答えた人の割合は、1958年に

は12％だったものの、2013年には

44％に増え、「愛情・精神」「生命・

健康・自分」を抑えて1位となっている。

「分析の結果、『家族が大切』という回

答には、コウホート効果はそれほど大き

くなく、時代の影響が一番大きいこと

がわかりました」と中村。1973年を境

に、時代要因によって世代や年齢に

関わらず、社会全体にこの意識が浸

透してきたという。「そして、その裏には

結婚や子供の誕生により変化する加

齢の様子（年齢効果）が見られるので

す」とも。

日本人をより深く探究するために、

1971年からはハワイやブラジルなどの

日系人、欧米の人々との国際比較も

始まった。特に近年は、吉野がアジア・

太平洋諸国との比較を進めている。

データの“質”と回収率アッ
プを追究

こうした統計分析をする上で、最大

の強みとなっているのが、60年間にわ

たり蓄積されたデータの存在だ。国民

全体を対象とする社会調査で、半世紀

以上も継続しているものは世界中を探

しても他にないという。これを支えてきた

のが、統数研の研究者たちの自負と情

熱だ。

分析の精度を高めるために、研究者

たちはバイアスのかからない“質の高い

データ”を入手することに心を砕いてき

た。第1次調査から一貫して、調査員

が回答者に直接会って聞き取りをする

「面接調査」の方式を踏襲しているの

もそのためだ。「たとえば電話調査では

『その時間に家にいる人』というふるい

がかかるし、FAXやインターネットなら

『受信機やパソコンを持っている人』に

限定されてしまう。郵送調査にも、本人

以外が代筆するリスクがある。正確な

調査を実現するのは難しいのです」と

吉野は指摘する。

面接の対象者を抽出するのには、

「層化多段抽出法」と呼ぶサンプリング

方法を用いる。手順は次のとおり。まず

全国の市区町村を人口規模によって6

つの層に分け、それぞれから300～

400程度の町丁字を人口に比例する

確率によって選ぶ。さらにそれぞれに割

り当てた人数を住民基本台帳から等間

隔に抜き出す。こうして選んだ人たちの

自宅を調査員が訪ね、面接調査を実

行する。「1988年の調査までは、役所

へ行って台帳を書き写したり、全国の

大学を回って学生調査員を教育したり、

すべて自前でやっていました」と前田は

明かす。

だが、近年になり、こうした方法の

前に立ちはだかったのが、プライバシー

保護意識の壁だ。年々回収率が低下

し、2013年にはついに50％まで落ち

込んだ。調査不能の理由のうち6割を

占めるのが「拒否」。この状況を何と

かしようと、研究者たちはさまざまなア

プローチで奮闘している。たとえば土

屋は、集まったデータが「調査に協力

的な人」に偏る傾向があることから、こ

れを考慮した「調査不能バイアスの補

正法」を研究。また朴と土屋は、郵送

調査の回収率向上策を探りつつ、郵

送調査において本人確認する方法を

試行し、検証を進めている。さらには、

ホームページに特設サイトを設ける、

調査結果を1項目ずつカードに印刷し

たトランプを作成して学校などに配付

するといった広報活動にも力を入れて

いる。

国民性調査の意義について、「その

時代の日本人の考えを記録する最も有

力な手段」と前田が表現すれば、朴も

「調査の蓄積は宝物。これからますます

誰もがその重要性に気づくはず」と力を

込める。連綿と築き上げた“至宝”を

守り通し、次世代へ受け継ぐための挑

戦は続く。　　　　　　　 （広報室）
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▲時代要因が押し上げる「家族が大切」
「一番大切と思うもの」を自由回答で答えてもらう質問（#2.7）。回を追うごとに「家族」の割合がふ
えており、コウホート分析の結果、それが「時代要因」に影響を受けた現象であることがわかった。

調査の集計結果は第1次調査から最新の第13次調査まで、すべて特設サイトで公開している。
データだけでなく、調査の目的やポイントの解説など一般向けのわかりやすい記事も加えた。
http://www.ism.ac.jp/kokuminsei/index.html

1953年に83％だった調査の回収率は年を追うごとにゆるやかに下
がり、2013年には50％になった。近年は調査への協力を拒否する
ケースが増えている。

調査の集計結果をカード1枚につき1項目ずつ印刷したトランプを作成。子どものうちからデータ
に親しんでもらおうと、学校などに配付している。

回収率向上に向けて別の調査を対象とした手法の研究も進めている。この
グラフは、郵送する調査票の枚数と回収状況を比較したもの。

計量的調査だからこそ浮き
彫りになる実像

統計数理研究所のプロジェクトの中

で、最も古くから続いているのが「日本

人の国民性調査」だ。統計科学を駆

使し、現代を生きる日本人の意識や行

動について客観的なデータを集め、実

証的に国民性を明らかにする――。そ

のスタンスこそが統数研ならではのもの

であり、思想家や評論家などによる日

本人論との大きな違いだ。基本に忠実

な調査の継続により、マスメディアなど

による世論調査の方法論をリードする

役割も担ってきた。「基本に忠実」とは、

「成人全体を母集団とし、無作為抽出

により選ばれた対象者に訪問面接によ

る聴き取りを行う手法」を指す。

スタートは終戦から8年後の1953

年。日本全体が敗戦で自信を失い、考

え方や行動の価値基準が揺らいでいる

のではないかとの懸念から、実態を把

握するために企画された。この第1次

全国調査の結果、予想したほど自信喪

失してはいないこと、日本人論者が描く

ような「典型的日本人」などごく少数に

過ぎないことなどが明らかになった。計

量的な調査だからこそ見えてきた「総

体としての日本人」の姿だ。

民意を正しく抽出し、政策に反映さ

せることは民主主義の基本。そのため

に欠かせないのが、統計的手法による

社会調査だ。当初1回限りの予定だっ

た国民性調査は、その重要性が認識さ

れ、機関研究として5年ごとに継続す

ることになった。調査の主な目的は3つ

ある。1つは、上に掲げたように、日本

人の意識動向を示すデータの獲得。2

つ目は、サンプリングや回答法など社会

調査の技法を研究開発すること。3つ

目が、この調査のデータを素材として実

践的な統計解析法を開発することだ。

今日まで半世紀を超えて統数研を含

め、国内外の多くの研究者がこの調査

に携わってきた。現在の担当者は、調

査科学研究センターのメンバー 5人。

データ科学研究系・データ設計グルー

プの中村隆教授をリーダーに、吉野諒

三教授、前田忠彦准教授、土屋隆裕

准教授、構造探索グループの朴堯星

助教が携わる。直近では2013年に第

13次調査を実施し、2014年10月末

に結果を公表した。

時代・年齢・世代の切り口
で変化を探る

調査開始から60年の間には、いろ

いろな出来事があった。日本人の意識

そのものは、大きく変わった面もあれば、

あまり変わっていない面もある。たとえ

ば、「たいていの人は、他人の役に立と

うとしているか、それとも、自分のことだ

けに気をくばっているか」という設問で

は、1978年には「自分のことだけ」が

74％で、「他人の役に」は2割に過ぎ

なかったのが、年を追うごとに少しずつ

後者が増えて前者は減り、2013年に

はついに逆転した。

「生まれかわるとしたら、男と女のどち

らに生まれてきたいか」では、当初は男

女共に「男に生まれかわりたい」が多

数派だった。今は、9割の男性が相変

わらず「男に」と答えているのに対し、

女性は「女に」が上回り、7割を占める

までになっている。

一方、統計解析法の開発は、画期

的な進化を遂げた。それまで誰も突破

口を見出せなかった難問に、中村の開

発したモデルが風穴を開けたのである。

人々の考え方を通して社会の動きを

捉えようとするとき、最も重要なことは、

その意見の変化が何に起因しているか

を見極めることだ。主な要因は、「時代」

「年齢」「世代」の3つ。時代とは、全

体の意見が同じ方向を向くような「時

勢による要因」を指す。時代効果の大

きい意見は流動的で、ある時点を境に

異なる意見に入れ替わる可能性があ

る。これに対し、年齢とは時代や世代

に関わりなく、加齢やライフステージに

より変化していく考え方。年齢効果が

大きい意見は、社会全体で見ると長期

にわたり変動は少ない。そして世代と

は、異なる世代間の相違のこと。ロー

マ時代の「軍団」を意味する「コウホー

ト」とも呼ばれる。世代差を生むのは、

若いときに受けた戦争や大災害、大事

件の体験などだ。コウホート効果が大き

い意見は、社会の中では世代交代に

よってゆるやかに変化していく。

ところが、現実にはこの3要因の影

響は混ざり合っていることが多く、分離

することが難しい。たとえば、若い時の

意見を世代間で比較するとき、どうして

も時代の違いが持ち込まれる。いわゆ

る「コウホート分析の識別問題」だ。中

村は「これを識別できれば、過去の社

会意識の変化の構造が明らかになり、

将来の動向予測にも役立ちます」と話

す。その手法が1982年に開発した「ベ

イズ型コウホートモデル」だ。

実際の調査結果に照らしてみよう。

たとえば、「一番大切と思うもの」を自

由回答で挙げてもらう質問がある。「家

族」と答えた人の割合は、1958年に

は12％だったものの、2013年には

44％に増え、「愛情・精神」「生命・

健康・自分」を抑えて1位となっている。

「分析の結果、『家族が大切』という回

答には、コウホート効果はそれほど大き

くなく、時代の影響が一番大きいこと

がわかりました」と中村。1973年を境

に、時代要因によって世代や年齢に

関わらず、社会全体にこの意識が浸

透してきたという。「そして、その裏には

結婚や子供の誕生により変化する加

齢の様子（年齢効果）が見られるので

す」とも。

日本人をより深く探究するために、

1971年からはハワイやブラジルなどの

日系人、欧米の人々との国際比較も
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始まった。特に近年は、吉野がアジア・

太平洋諸国との比較を進めている。

データの“質”と回収率アッ
プを追究

こうした統計分析をする上で、最大

の強みとなっているのが、60年間にわ

たり蓄積されたデータの存在だ。国民

全体を対象とする社会調査で、半世紀

以上も継続しているものは世界中を探

しても他にないという。これを支えてきた

のが、統数研の研究者たちの自負と情

熱だ。

分析の精度を高めるために、研究者

たちはバイアスのかからない“質の高い

データ”を入手することに心を砕いてき

た。第1次調査から一貫して、調査員

が回答者に直接会って聞き取りをする

「面接調査」の方式を踏襲しているの

もそのためだ。「たとえば電話調査では

『その時間に家にいる人』というふるい

がかかるし、FAXやインターネットなら

『受信機やパソコンを持っている人』に

限定されてしまう。郵送調査にも、本人

以外が代筆するリスクがある。正確な

調査を実現するのは難しいのです」と

吉野は指摘する。

面接の対象者を抽出するのには、

「層化多段抽出法」と呼ぶサンプリング

方法を用いる。手順は次のとおり。まず

全国の市区町村を人口規模によって6

つの層に分け、それぞれから300～

400程度の町丁字を人口に比例する

確率によって選ぶ。さらにそれぞれに割

り当てた人数を住民基本台帳から等間

隔に抜き出す。こうして選んだ人たちの

自宅を調査員が訪ね、面接調査を実

行する。「1988年の調査までは、役所

へ行って台帳を書き写したり、全国の

大学を回って学生調査員を教育したり、

すべて自前でやっていました」と前田は

明かす。

だが、近年になり、こうした方法の

前に立ちはだかったのが、プライバシー

保護意識の壁だ。年々回収率が低下

し、2013年にはついに50％まで落ち

込んだ。調査不能の理由のうち6割を

占めるのが「拒否」。この状況を何と

かしようと、研究者たちはさまざまなア

プローチで奮闘している。たとえば土

屋は、集まったデータが「調査に協力

的な人」に偏る傾向があることから、こ

れを考慮した「調査不能バイアスの補

正法」を研究。また朴と土屋は、郵送

調査の回収率向上策を探りつつ、郵

送調査において本人確認する方法を

試行し、検証を進めている。さらには、

ホームページに特設サイトを設ける、

調査結果を1項目ずつカードに印刷し

たトランプを作成して学校などに配付

するといった広報活動にも力を入れて

いる。

国民性調査の意義について、「その

時代の日本人の考えを記録する最も有

力な手段」と前田が表現すれば、朴も

「調査の蓄積は宝物。これからますます

誰もがその重要性に気づくはず」と力を

込める。連綿と築き上げた“至宝”を

守り通し、次世代へ受け継ぐための挑

戦は続く。　　　　　　　 （広報室）
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▲時代要因が押し上げる「家族が大切」
「一番大切と思うもの」を自由回答で答えてもらう質問（#2.7）。回を追うごとに「家族」の割合がふ
えており、コウホート分析の結果、それが「時代要因」に影響を受けた現象であることがわかった。

調査の集計結果は第1次調査から最新の第13次調査まで、すべて特設サイトで公開している。
データだけでなく、調査の目的やポイントの解説など一般向けのわかりやすい記事も加えた。
http://www.ism.ac.jp/kokuminsei/index.html

1953年に83％だった調査の回収率は年を追うごとにゆるやかに下
がり、2013年には50％になった。近年は調査への協力を拒否する
ケースが増えている。

調査の集計結果をカード1枚につき1項目ずつ印刷したトランプを作成。子どものうちからデータ
に親しんでもらおうと、学校などに配付している。

回収率向上に向けて別の調査を対象とした手法の研究も進めている。この
グラフは、郵送する調査票の枚数と回収状況を比較したもの。

計量的調査だからこそ浮き
彫りになる実像

統計数理研究所のプロジェクトの中

で、最も古くから続いているのが「日本

人の国民性調査」だ。統計科学を駆

使し、現代を生きる日本人の意識や行

動について客観的なデータを集め、実

証的に国民性を明らかにする――。そ

のスタンスこそが統数研ならではのもの

であり、思想家や評論家などによる日

本人論との大きな違いだ。基本に忠実

な調査の継続により、マスメディアなど

による世論調査の方法論をリードする

役割も担ってきた。「基本に忠実」とは、

「成人全体を母集団とし、無作為抽出

により選ばれた対象者に訪問面接によ

る聴き取りを行う手法」を指す。

スタートは終戦から8年後の1953

年。日本全体が敗戦で自信を失い、考

え方や行動の価値基準が揺らいでいる

のではないかとの懸念から、実態を把

握するために企画された。この第1次

全国調査の結果、予想したほど自信喪

失してはいないこと、日本人論者が描く

ような「典型的日本人」などごく少数に

過ぎないことなどが明らかになった。計

量的な調査だからこそ見えてきた「総

体としての日本人」の姿だ。

民意を正しく抽出し、政策に反映さ

せることは民主主義の基本。そのため

に欠かせないのが、統計的手法による

社会調査だ。当初1回限りの予定だっ

た国民性調査は、その重要性が認識さ

れ、機関研究として5年ごとに継続す

ることになった。調査の主な目的は3つ

ある。1つは、上に掲げたように、日本

人の意識動向を示すデータの獲得。2

つ目は、サンプリングや回答法など社会

調査の技法を研究開発すること。3つ

目が、この調査のデータを素材として実

践的な統計解析法を開発することだ。

今日まで半世紀を超えて統数研を含

め、国内外の多くの研究者がこの調査

に携わってきた。現在の担当者は、調

査科学研究センターのメンバー 5人。

データ科学研究系・データ設計グルー

プの中村隆教授をリーダーに、吉野諒

三教授、前田忠彦准教授、土屋隆裕

准教授、構造探索グループの朴堯星

助教が携わる。直近では2013年に第

13次調査を実施し、2014年10月末

に結果を公表した。

時代・年齢・世代の切り口
で変化を探る

調査開始から60年の間には、いろ

いろな出来事があった。日本人の意識

そのものは、大きく変わった面もあれば、

あまり変わっていない面もある。たとえ

ば、「たいていの人は、他人の役に立と

うとしているか、それとも、自分のことだ

けに気をくばっているか」という設問で

は、1978年には「自分のことだけ」が

74％で、「他人の役に」は2割に過ぎ

なかったのが、年を追うごとに少しずつ

後者が増えて前者は減り、2013年に

はついに逆転した。

「生まれかわるとしたら、男と女のどち

らに生まれてきたいか」では、当初は男

女共に「男に生まれかわりたい」が多

数派だった。今は、9割の男性が相変

わらず「男に」と答えているのに対し、

女性は「女に」が上回り、7割を占める

までになっている。

一方、統計解析法の開発は、画期

的な進化を遂げた。それまで誰も突破

口を見出せなかった難問に、中村の開

発したモデルが風穴を開けたのである。

人々の考え方を通して社会の動きを

捉えようとするとき、最も重要なことは、

その意見の変化が何に起因しているか

を見極めることだ。主な要因は、「時代」

「年齢」「世代」の3つ。時代とは、全

体の意見が同じ方向を向くような「時

勢による要因」を指す。時代効果の大

きい意見は流動的で、ある時点を境に

異なる意見に入れ替わる可能性があ

る。これに対し、年齢とは時代や世代

に関わりなく、加齢やライフステージに

より変化していく考え方。年齢効果が

大きい意見は、社会全体で見ると長期

にわたり変動は少ない。そして世代と

は、異なる世代間の相違のこと。ロー

マ時代の「軍団」を意味する「コウホー

ト」とも呼ばれる。世代差を生むのは、

若いときに受けた戦争や大災害、大事

件の体験などだ。コウホート効果が大き

い意見は、社会の中では世代交代に

よってゆるやかに変化していく。

ところが、現実にはこの3要因の影

響は混ざり合っていることが多く、分離

することが難しい。たとえば、若い時の

意見を世代間で比較するとき、どうして

も時代の違いが持ち込まれる。いわゆ

る「コウホート分析の識別問題」だ。中

村は「これを識別できれば、過去の社

会意識の変化の構造が明らかになり、

将来の動向予測にも役立ちます」と話

す。その手法が1982年に開発した「ベ

イズ型コウホートモデル」だ。

実際の調査結果に照らしてみよう。

たとえば、「一番大切と思うもの」を自

由回答で挙げてもらう質問がある。「家

族」と答えた人の割合は、1958年に

は12％だったものの、2013年には

44％に増え、「愛情・精神」「生命・

健康・自分」を抑えて1位となっている。

「分析の結果、『家族が大切』という回

答には、コウホート効果はそれほど大き

くなく、時代の影響が一番大きいこと

がわかりました」と中村。1973年を境

に、時代要因によって世代や年齢に

関わらず、社会全体にこの意識が浸

透してきたという。「そして、その裏には

結婚や子供の誕生により変化する加

齢の様子（年齢効果）が見られるので

す」とも。

日本人をより深く探究するために、

1971年からはハワイやブラジルなどの

日系人、欧米の人々との国際比較も

「日本人の国民性調査」第 回1統数研プロジェクト紹介響き合う人とデータ

始まった。特に近年は、吉野がアジア・

太平洋諸国との比較を進めている。

データの“質”と回収率アッ
プを追究

こうした統計分析をする上で、最大

の強みとなっているのが、60年間にわ

たり蓄積されたデータの存在だ。国民

全体を対象とする社会調査で、半世紀

以上も継続しているものは世界中を探

しても他にないという。これを支えてきた

のが、統数研の研究者たちの自負と情

熱だ。

分析の精度を高めるために、研究者

たちはバイアスのかからない“質の高い

データ”を入手することに心を砕いてき

た。第1次調査から一貫して、調査員

が回答者に直接会って聞き取りをする

「面接調査」の方式を踏襲しているの

もそのためだ。「たとえば電話調査では

『その時間に家にいる人』というふるい

がかかるし、FAXやインターネットなら

『受信機やパソコンを持っている人』に

限定されてしまう。郵送調査にも、本人

以外が代筆するリスクがある。正確な

調査を実現するのは難しいのです」と

吉野は指摘する。

面接の対象者を抽出するのには、

「層化多段抽出法」と呼ぶサンプリング

方法を用いる。手順は次のとおり。まず

全国の市区町村を人口規模によって6

つの層に分け、それぞれから300～

400程度の町丁字を人口に比例する

確率によって選ぶ。さらにそれぞれに割

り当てた人数を住民基本台帳から等間

隔に抜き出す。こうして選んだ人たちの

自宅を調査員が訪ね、面接調査を実

行する。「1988年の調査までは、役所

へ行って台帳を書き写したり、全国の

大学を回って学生調査員を教育したり、

すべて自前でやっていました」と前田は

明かす。

だが、近年になり、こうした方法の

前に立ちはだかったのが、プライバシー

保護意識の壁だ。年々回収率が低下

し、2013年にはついに50％まで落ち

込んだ。調査不能の理由のうち6割を

占めるのが「拒否」。この状況を何と

かしようと、研究者たちはさまざまなア

プローチで奮闘している。たとえば土

屋は、集まったデータが「調査に協力

的な人」に偏る傾向があることから、こ

れを考慮した「調査不能バイアスの補

正法」を研究。また朴と土屋は、郵送

調査の回収率向上策を探りつつ、郵

送調査において本人確認する方法を

試行し、検証を進めている。さらには、

ホームページに特設サイトを設ける、

調査結果を1項目ずつカードに印刷し

たトランプを作成して学校などに配付

するといった広報活動にも力を入れて

いる。

国民性調査の意義について、「その

時代の日本人の考えを記録する最も有

力な手段」と前田が表現すれば、朴も

「調査の蓄積は宝物。これからますます

誰もがその重要性に気づくはず」と力を

込める。連綿と築き上げた“至宝”を

守り通し、次世代へ受け継ぐための挑

戦は続く。　　　　　　　 （広報室）
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「Training on  Introduction to Statistical Analysis in "R" for Forest
 Resource Management」開催報告

「第11回統計教育方法論ワークショップ」の開催

平成27年2月9‒10日の二日間に渡り、カンボジア・プノン
ペンにおいて、統計数理研究所リスク解析戦略研究センター
とInstitute of Forest and Wildlife Research and 
Developmentの共催により、「国際研究ネットワークの形成」
プロジェクトの一環として、「Training on Introduction to 
Statistical Analysis in“R”for Forest Resource 
Management」を開催しました。「一歩進んだ統計解析を習
得すること」を達成目標としました。
ワークショップ前半では、データハンドリング、要約統計量
の計算、グラフ描画の復習を行いました。初参加の方々に
は、処理手順をスクリーンに投影しつつ、各自でデータ処理
を実践してもらい、基本操作を学んでもらいました。既に基
礎知識を持っている参加者については、実習課題を出し、
理解度のチェックを行いました。後半は、重回帰モデルおよ
び非線形モデルの講義・演習を行いました。最終的には、
参加者全員が、非線形モデルのパラメータ推定、モデルの
当てはまり評価まで到達することができました。

基礎知識を持っている参加者は、Rの基本操作だけでな
く、新たに学んだ処理もスムーズにこなせており、継続的な
ワークショップの展開がデータ解析スキルの向上に貢献する
と実感しました。一方、参加者の知識・能力のばらつきが
大きくなっているのも感じました。多様な参加者にいかに対
応していくかが、今後の課題です。
ワークショップには総勢28名が参加しました。ワークショッ
プの運営は、Dr. Sokh Heng、Ms. Lim Sopheapらが担当
しました。ここに、感謝の意を表します。　　（楠本聞太郎）

リスク解析戦略研究センター 第６回生物統計ネットワークシンポジウムの開催報告

リスク解析戦略研究センターでは、Network-of-Excellence
活動の一環として、医学領域における産学官の生物統計家
のネットワーク活動を行っています。本シンポジウムは、その
主要な活動のひとつとして継続して開催されており、本年度
は3月19日に「Pharmaceutical Statisticsの最前線：2014 
ASA Biopharmaceutical Section FDA-Industry 
Statistics Workshopからの話題提供」「疫学と生物統計学
の接点：更なる交流・連携に向けて」と銘打った2部構成
のシンポジウムを一橋大学一橋講堂にて開催しました。昨今
の医学アカデミアにおける臨床研究の支援体制の整備事業
によって、医学研究における生物統計家の参画は必須のも
のとされており、各方面から170名を超える多数の参加者を
得て、盛況のもと開催することができました。本年度のシンポ
ジウムでは、生物統計学・疫学の最先端で活躍している研
究者・実務家をお招きし、最新の研究成果についての情報

交流と、新たな連携・協働体制の確立、また、人材育成な
どについて、広くオープンな議論が行われました。
本年度で、6年目を迎えた本ネットワーク活動ですが、昨今

の医学研究における生物統計学への要請の高まりに応える
ためにも、周辺諸分野との連携を強化し、さらなる活動を進
めて参りたいと思います。　　　　 （野間久史、松井茂之）

平成27年3月6日（金）～7日（土）の2日間、統計数理
研究所で「第11回統計教育方法論ワークショップ」が開催
されました。日本統計学会統計教育分科会・統計教育委
員会と統計数理研究所が主催し、統計関連学会連合統計
教育推進委員会はじめ全国統計教育研究協議会、日本品
質管理学会ＴＱＥ特別委員会、東京理科大学数学教育研
究所（理数教育研究センター数学教育研究部門）、高校数
学・新課程を考える会が共催、日本数学教育学会、理数
教育研究所、東京教育研究所の後援で開催されました。 
ワークショップ初日は、①中学におけるデータサイエンス教

育、②高大連携・高校、大学での教育実践事例、③大学に
おける統計教育の質的変換の順で発表が行われました。 
2日目は、①新課程における大学入試と統計の出題、②統
計教育の現行指導要領の課題と次期改訂、③地方公共団
体における統計教育推進、④高校におけるデータサイエンス
教育の順で発表が行われ、特に、セクション7では統計グラ
フ全国コンクール＆スポーツデータコンペティションの最優秀
作品や応募のための取り組みが紹介されました。
最後は、教壇に立つ先生方によるセッション8「授業実践
事例」と続きました。2日間の参加者数は、延べ170名有り、
北は北海道から南は九州まで全国各地から参加した先生
方はじめ生徒の皆さん、各セクションとも発表の後には熱心
に質疑応答が行われました。各セクションとも司会者の心配
を余所に予定時間を大幅に超過して、無事全発表を終了し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報室）

平成26年度公開講座報告
平成26年度の公開講座は当初12講座の予定でしたが、新たに導入した抽選制により6月開催の「非定常時系列解析」受
講希望者が多いことがわかったため、9月に追加開催を行い、開催数は合計13講座となりました。各講座の受講者数は以下
のとおりです。

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した
結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるよう
に、本講座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題
を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究
上、必要な専門的知識の向上に役立っています｡また､当研
究所独自のアカデミックな講座のため､受講者の住所は､26
都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､宮城、秋

講座名 開設期間 延時間 受講者

統計学概論
非定常時系列解析
統計モデルによるロバストパラメータ設計
標本調査データの分析
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの使い方と数学教育における活用
多変量解析法
非定常時系列解析（H26講座B追加開催）
欠測データの統計解析：理論と応用
バイオイメージデータ解析
コピュラの理論と応用
カーネル法の最前線：ノンパラメトリック推論としてのカーネル法
生存時間解析の数理：入門編
ガウス過程の基礎と応用

  5/13（火）～16（金）

  6/  5（木）～  6（金）

  6/26（木）

  7/14（月）～16（水）

  8/  1（金）

  9/  9（火）～12（金）

  9/25（木）～26（金）

11/11（火）

12/  9（火）～10（水）

12/19（金）

  1/15（木）～16（金）

  2/  3（火）

  3/  3（火）

20時間
10時間
5時間
15時間
5時間
20時間
10時間
5時間
10時間
5時間
10時間
5時間
5時間

87
69
54
27
9
86
69
70
38
49
55
64
99

田、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵庫、鳥取、島根、岡山、広島、徳島、福岡、
大分の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）

研究教育活動

シンポジウム報告
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男女別
集計

男
84%

女
9%

不明
7%

職業別
集計 民間

69%学生5%

大学教員等
7%

官公庁
6%

公益法人
3%

不明等
10%

「Training on  Introduction to Statistical Analysis in "R" for Forest
 Resource Management」開催報告

「第11回統計教育方法論ワークショップ」の開催

平成27年2月9‒10日の二日間に渡り、カンボジア・プノン
ペンにおいて、統計数理研究所リスク解析戦略研究センター
とInstitute of Forest and Wildlife Research and 
Developmentの共催により、「国際研究ネットワークの形成」
プロジェクトの一環として、「Training on Introduction to 
Statistical Analysis in“R”for Forest Resource 
Management」を開催しました。「一歩進んだ統計解析を習
得すること」を達成目標としました。
ワークショップ前半では、データハンドリング、要約統計量
の計算、グラフ描画の復習を行いました。初参加の方々に
は、処理手順をスクリーンに投影しつつ、各自でデータ処理
を実践してもらい、基本操作を学んでもらいました。既に基
礎知識を持っている参加者については、実習課題を出し、
理解度のチェックを行いました。後半は、重回帰モデルおよ
び非線形モデルの講義・演習を行いました。最終的には、
参加者全員が、非線形モデルのパラメータ推定、モデルの
当てはまり評価まで到達することができました。

基礎知識を持っている参加者は、Rの基本操作だけでな
く、新たに学んだ処理もスムーズにこなせており、継続的な
ワークショップの展開がデータ解析スキルの向上に貢献する
と実感しました。一方、参加者の知識・能力のばらつきが
大きくなっているのも感じました。多様な参加者にいかに対
応していくかが、今後の課題です。
ワークショップには総勢28名が参加しました。ワークショッ
プの運営は、Dr. Sokh Heng、Ms. Lim Sopheapらが担当
しました。ここに、感謝の意を表します。　　（楠本聞太郎）

リスク解析戦略研究センター 第６回生物統計ネットワークシンポジウムの開催報告

リスク解析戦略研究センターでは、Network-of-Excellence
活動の一環として、医学領域における産学官の生物統計家
のネットワーク活動を行っています。本シンポジウムは、その
主要な活動のひとつとして継続して開催されており、本年度
は3月19日に「Pharmaceutical Statisticsの最前線：2014 
ASA Biopharmaceutical Section FDA-Industry 
Statistics Workshopからの話題提供」「疫学と生物統計学
の接点：更なる交流・連携に向けて」と銘打った2部構成
のシンポジウムを一橋大学一橋講堂にて開催しました。昨今
の医学アカデミアにおける臨床研究の支援体制の整備事業
によって、医学研究における生物統計家の参画は必須のも
のとされており、各方面から170名を超える多数の参加者を
得て、盛況のもと開催することができました。本年度のシンポ
ジウムでは、生物統計学・疫学の最先端で活躍している研
究者・実務家をお招きし、最新の研究成果についての情報

交流と、新たな連携・協働体制の確立、また、人材育成な
どについて、広くオープンな議論が行われました。
本年度で、6年目を迎えた本ネットワーク活動ですが、昨今

の医学研究における生物統計学への要請の高まりに応える
ためにも、周辺諸分野との連携を強化し、さらなる活動を進
めて参りたいと思います。　　　　 （野間久史、松井茂之）

平成27年3月6日（金）～7日（土）の2日間、統計数理
研究所で「第11回統計教育方法論ワークショップ」が開催
されました。日本統計学会統計教育分科会・統計教育委
員会と統計数理研究所が主催し、統計関連学会連合統計
教育推進委員会はじめ全国統計教育研究協議会、日本品
質管理学会ＴＱＥ特別委員会、東京理科大学数学教育研
究所（理数教育研究センター数学教育研究部門）、高校数
学・新課程を考える会が共催、日本数学教育学会、理数
教育研究所、東京教育研究所の後援で開催されました。 
ワークショップ初日は、①中学におけるデータサイエンス教

育、②高大連携・高校、大学での教育実践事例、③大学に
おける統計教育の質的変換の順で発表が行われました。 
2日目は、①新課程における大学入試と統計の出題、②統
計教育の現行指導要領の課題と次期改訂、③地方公共団
体における統計教育推進、④高校におけるデータサイエンス
教育の順で発表が行われ、特に、セクション7では統計グラ
フ全国コンクール＆スポーツデータコンペティションの最優秀
作品や応募のための取り組みが紹介されました。
最後は、教壇に立つ先生方によるセッション8「授業実践
事例」と続きました。2日間の参加者数は、延べ170名有り、
北は北海道から南は九州まで全国各地から参加した先生
方はじめ生徒の皆さん、各セクションとも発表の後には熱心
に質疑応答が行われました。各セクションとも司会者の心配
を余所に予定時間を大幅に超過して、無事全発表を終了し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報室）

平成26年度公開講座報告
平成26年度の公開講座は当初12講座の予定でしたが、新たに導入した抽選制により6月開催の「非定常時系列解析」受
講希望者が多いことがわかったため、9月に追加開催を行い、開催数は合計13講座となりました。各講座の受講者数は以下
のとおりです。

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した
結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるよう
に、本講座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題
を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究
上、必要な専門的知識の向上に役立っています｡また､当研
究所独自のアカデミックな講座のため､受講者の住所は､26
都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､宮城、秋

講座名 開設期間 延時間 受講者

統計学概論
非定常時系列解析
統計モデルによるロバストパラメータ設計
標本調査データの分析
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの使い方と数学教育における活用
多変量解析法
非定常時系列解析（H26講座B追加開催）
欠測データの統計解析：理論と応用
バイオイメージデータ解析
コピュラの理論と応用
カーネル法の最前線：ノンパラメトリック推論としてのカーネル法
生存時間解析の数理：入門編
ガウス過程の基礎と応用

  5/13（火）～16（金）

  6/  5（木）～  6（金）

  6/26（木）

  7/14（月）～16（水）

  8/  1（金）

  9/  9（火）～12（金）

  9/25（木）～26（金）

11/11（火）

12/  9（火）～10（水）

12/19（金）

  1/15（木）～16（金）

  2/  3（火）

  3/  3（火）

20時間
10時間
5時間
15時間
5時間
20時間
10時間
5時間
10時間
5時間
10時間
5時間
5時間

87
69
54
27
9
86
69
70
38
49
55
64
99

田、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵庫、鳥取、島根、岡山、広島、徳島、福岡、
大分の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）

研究教育活動
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公開講座「ガウス過程の基礎と応用」資料より

左：Wolfe教授、右：樋口所長

出席者全員での記念写真

住所別
集計

首都圏
81%

その他
19%

年齢別
集計

29歳以下
18%

30代
35%40代

23%

50代以上
16%

不明
8%

2015年2月23日、ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）
／ビッグデータ研究所（BDI）所長のPatrick Wolfe教授が
統計数理研究所を訪問されました。Wolfe先生はビッグデー
タアナリティクスの研究動向について情報共有を行うととも
に、 学術交流協定を締結予定の両研究所による協働事業
の企画方針について樋口所長と意見交換されました。その
後、樋口所長の案内で所内施設見学が行われました。午
後には、福水センター長をはじめ統計的機械学習研究セン
ターの伊藤教授、池田准教授、持橋准教授による各研究プ
ロジェクト紹介とディスカッションがあり、Wolfe先生は統計数
理研究所の施設や研究活動に触れて、今後の研究所同士
の学術交流に期待を寄せているご様子でした。
2月26日には、「日英Big Data Workshopウイリアム王子
来日記念 “Innovation is GREAT”」が国立情報学研究
所で開催され、ワークショップ内で行われた調印式において

統計数理研究所とUCLビッグデータ研究所（BDI）は協定
を締結しました。ビッグデータ時代ともいわれる現代は、大規
模・不確実なデータを有効に利用することが求められます。
統計数理研究所とビッグデータ研究所はこの連携・交流を
通じて、時代に対応した社会的重要課題に有効な研究開
発をいっそう充実させていきます。　　　　（NOE推進室）

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ公開講座が開催され
ました。
1月15日（木）と16日（金）の「カーネル法の最前線：ノ

ンパラメトリック推論としてのカーネル法」は、正定値カーネル
を用いた機械学習の方法、いわゆる「カーネル法」の最近
の発展を紹介する講座で、当研究所の福水健次教授が、
10時間に亘り、独りで講義をしました。
2月3日（火）の「生存時間解析の数理：入門編」も、講
師は前回同様独りでした。当研究所の西山陽一准教授が、
まず、実用例の解説を簡単に行い、扱うデータのイメージを
受講生に養ってもらってから、イントロダクションに入りました。
その後、「計数過程の推定」への最短入門と「生存時間解
析の数理」への入門の講義をして、再度、実用例に戻り、
補足説明を加え終了しました。岡山、大阪、兵庫などの遠
方を含む10都道府県からの参加がありました。

3月3日（火）には「ガウス過程の基礎と応用」が行われま
した。京都大学の大羽成征講師、当研究所の松井知子教
授、持橋大地准教授、斎藤正也特任助教の4名が講義を
分担し、最後に、全体質疑の時間をとり、講師全員で応答
しました。99名の受講生で会場は満席となりました。この講
座で平成26年度の13の公開講座が完了しました。

（情報資源室）

ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）／ビッグデータ研究所（BDI）所長のWolfe教授が
統計数理研究所を訪問

2015年3月6日、統計数理研究所はカンボジア森林局庁
森林研究所およびネパールのポカラトリブヴァン大学森林研
究所とのMOU（Memorandum of Understanding）を締
結しました。
当日は、統計数理研究所所長室において調印式が行わ
れ、カンボジア森林局庁からは森林局庁長官のChheng 
Kimsun氏、森林研究所のSokh Heng所長が、また、ネ
パールポカラトリブヴァン大学森林研究所からは、所長の代
理として副所長のBir Bahadur Khanal Chhetri准教授
が、同研究所のShreekanta Sharma Khatiwada助教授
とともに来所されました。統計数理研究所からは樋口所長、
椿副所長、中野（純）教授、吉本教授、岡本URAが出
席。2機関とのMOUがそれぞれ締結されました。MOU
調印後には、カンボジア森林局庁長官から記念品が贈呈さ
れました。
調印式に引き続き、樋口所長からの統数研概要の説明、

今後の機関連携に係る懇談および研究所内の施設見学が
行われ、カンボジア、ネパールから来訪された４名の方々は、
統数研の研究活動と施設を非常に興味深そうにご覧になっ
ていました。
今後、両機関とは、統数研リスク解析戦略研究センターを
中心としたリスク科学NOEの活動における連携をより深くし、
アジア諸国との研究ネットワーク拡大の礎にもなっていくことが
大きく期待されます。　　　　　　　　　 （NOE推進室）

カンボジア森林局庁森林研究所およびネパールポカラトリブヴァン大学森林研究所との
MOUを締結

樋口知之所長の所長職第二期（任期2年間）の開始に
あたり、平成27年4月1日、年度始め恒例の全所員へ向け

た所長あいさつが大会議室で行われました。　
所長は、自身の第1期4年間を支えた全職員の支援に深

樋口所長による年度始めのあいさつ

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した
結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるよう
に、本講座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題
を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究
上、必要な専門的知識の向上に役立っています｡また､当研
究所独自のアカデミックな講座のため､受講者の住所は､26
都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､宮城、秋

田、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵庫、鳥取、島根、岡山、広島、徳島、福岡、
大分の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）

統計数理セミナー実施報告（2015年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。

日　程 氏　名 タイトル
2015年  2月  4日

2月  4日

2月18日

2月18日

2月25日

2月25日

3月  4日

3月  4日

3月11日

3月11日

4月  8日

4月  8日

4月15日

4月15日

4月22日

4月22日

土屋 隆裕

松江　 要

田村 義保

小山 慎介

逸見 昌之

深谷 肇一

清水 信夫

有吉 雄哉

井本 智明

中野 純司

江口 真透

加藤 昇吾

風間 俊哉

三分一 史和

足立　淳

瀧澤 由美

学力調査と保護者調査

Fast-slow systemにおける時間大域軌道の精度保証付数値計算

モニタリングポスト等の放射線計測データにおける外乱について

確率点過程におけるゆらぎのスケーリング則

推定関数から誘導される微分幾何構造について

非線形・非ガウス状態空間モデルによる周期現象のモデリングと逐次予測

連続変数の離散化を用いた集約的シンボリックデータのクラスタリング

スペースデブリのモデリング

修正コンウェイ・マクスウェル・ポアソン二項分布とその応用

Rによる並列計算

コルモゴロフ・南雲の平均について

多変量コーシー分布と等角写像

柔構造運動制御の数理モデリングとロボットへの応用

A statistical mapping strategy to identify inspiratory neurons among active cells in the
pre-Bötzinger Complex

失われた生態システムの多様性解明に向けた古代DNA研究の展開

神経系の動作機序の解明 ―能動性の電気物理的基盤、事象の時空間知覚、単細胞生物への遡及

セミナーの開催予定はホームページにてご案内しています。http://www.ism.ac.jp/　　　　　　　　  （メディア開発室）

い感謝を表するとともに、新たなフェーズに向けて執行部を
一新しフレッシュな気持ちで研究所運営に邁進することを宣
言。また、昨年度の目標の自己採点および今年度の目標の
発表を行いました。
昨年度に所長が運営骨子として挙げた3点のうち、「組
織力の強化」が思うようにいかなかったこと、第3期中期計
画へ向けた“研究テーマの中軸”については充分な議論の
時間が取れなかったことが所長および前執行部の大きな反
省として残ったが、その他はおおむね良好に運営が行われ
たという自己採点の一方、平成27年度は「組織力の安定
化」「外の組織と具体的な連携策の推進」および「平成28
年度予算状況の不確実性への対応」を運営の骨子として
挙げ、新商業施設や駅前再開発等で発展を続ける立川市
とともに統計数理研究所の持続的発展に奉仕することを所
員へ誓い、所長のあいさつは締めくくられました。

その後、出勤全所員で1階アトリウム「数」レリーフ前で
の記念撮影を行いました。新体制において統数研のますま
すの研究活動の推進および発展を所員皆で祈念する新年
度初日となりました。 　　　　　　　　　（運営企画本部）
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公開講座「ガウス過程の基礎と応用」資料より

左：Wolfe教授、右：樋口所長

出席者全員での記念写真

住所別
集計

首都圏
81%

その他
19%

年齢別
集計

29歳以下
18%

30代
35%40代

23%

50代以上
16%

不明
8%

2015年2月23日、ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）
／ビッグデータ研究所（BDI）所長のPatrick Wolfe教授が
統計数理研究所を訪問されました。Wolfe先生はビッグデー
タアナリティクスの研究動向について情報共有を行うととも
に、 学術交流協定を締結予定の両研究所による協働事業
の企画方針について樋口所長と意見交換されました。その
後、樋口所長の案内で所内施設見学が行われました。午
後には、福水センター長をはじめ統計的機械学習研究セン
ターの伊藤教授、池田准教授、持橋准教授による各研究プ
ロジェクト紹介とディスカッションがあり、Wolfe先生は統計数
理研究所の施設や研究活動に触れて、今後の研究所同士
の学術交流に期待を寄せているご様子でした。
2月26日には、「日英Big Data Workshopウイリアム王子
来日記念 “Innovation is GREAT”」が国立情報学研究
所で開催され、ワークショップ内で行われた調印式において

統計数理研究所とUCLビッグデータ研究所（BDI）は協定
を締結しました。ビッグデータ時代ともいわれる現代は、大規
模・不確実なデータを有効に利用することが求められます。
統計数理研究所とビッグデータ研究所はこの連携・交流を
通じて、時代に対応した社会的重要課題に有効な研究開
発をいっそう充実させていきます。　　　　（NOE推進室）

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ公開講座が開催され
ました。
1月15日（木）と16日（金）の「カーネル法の最前線：ノ

ンパラメトリック推論としてのカーネル法」は、正定値カーネル
を用いた機械学習の方法、いわゆる「カーネル法」の最近
の発展を紹介する講座で、当研究所の福水健次教授が、
10時間に亘り、独りで講義をしました。
2月3日（火）の「生存時間解析の数理：入門編」も、講
師は前回同様独りでした。当研究所の西山陽一准教授が、
まず、実用例の解説を簡単に行い、扱うデータのイメージを
受講生に養ってもらってから、イントロダクションに入りました。
その後、「計数過程の推定」への最短入門と「生存時間解
析の数理」への入門の講義をして、再度、実用例に戻り、
補足説明を加え終了しました。岡山、大阪、兵庫などの遠
方を含む10都道府県からの参加がありました。

3月3日（火）には「ガウス過程の基礎と応用」が行われま
した。京都大学の大羽成征講師、当研究所の松井知子教
授、持橋大地准教授、斎藤正也特任助教の4名が講義を
分担し、最後に、全体質疑の時間をとり、講師全員で応答
しました。99名の受講生で会場は満席となりました。この講
座で平成26年度の13の公開講座が完了しました。

（情報資源室）

ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）／ビッグデータ研究所（BDI）所長のWolfe教授が
統計数理研究所を訪問

2015年3月6日、統計数理研究所はカンボジア森林局庁
森林研究所およびネパールのポカラトリブヴァン大学森林研
究所とのMOU（Memorandum of Understanding）を締
結しました。
当日は、統計数理研究所所長室において調印式が行わ
れ、カンボジア森林局庁からは森林局庁長官のChheng 
Kimsun氏、森林研究所のSokh Heng所長が、また、ネ
パールポカラトリブヴァン大学森林研究所からは、所長の代
理として副所長のBir Bahadur Khanal Chhetri准教授
が、同研究所のShreekanta Sharma Khatiwada助教授
とともに来所されました。統計数理研究所からは樋口所長、
椿副所長、中野（純）教授、吉本教授、岡本URAが出
席。2機関とのMOUがそれぞれ締結されました。MOU
調印後には、カンボジア森林局庁長官から記念品が贈呈さ
れました。
調印式に引き続き、樋口所長からの統数研概要の説明、

今後の機関連携に係る懇談および研究所内の施設見学が
行われ、カンボジア、ネパールから来訪された４名の方々は、
統数研の研究活動と施設を非常に興味深そうにご覧になっ
ていました。
今後、両機関とは、統数研リスク解析戦略研究センターを
中心としたリスク科学NOEの活動における連携をより深くし、
アジア諸国との研究ネットワーク拡大の礎にもなっていくことが
大きく期待されます。　　　　　　　　　 （NOE推進室）

カンボジア森林局庁森林研究所およびネパールポカラトリブヴァン大学森林研究所との
MOUを締結

樋口知之所長の所長職第二期（任期2年間）の開始に
あたり、平成27年4月1日、年度始め恒例の全所員へ向け

た所長あいさつが大会議室で行われました。　
所長は、自身の第1期4年間を支えた全職員の支援に深

樋口所長による年度始めのあいさつ

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した
結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるよう
に、本講座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題
を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究
上、必要な専門的知識の向上に役立っています｡また､当研
究所独自のアカデミックな講座のため､受講者の住所は､26
都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､宮城、秋

田、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵庫、鳥取、島根、岡山、広島、徳島、福岡、
大分の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）

統計数理セミナー実施報告（2015年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。

日　程 氏　名 タイトル
2015年  2月  4日

2月  4日

2月18日

2月18日

2月25日

2月25日

3月  4日

3月  4日

3月11日

3月11日

4月  8日

4月  8日

4月15日

4月15日

4月22日

4月22日

土屋 隆裕

松江　 要

田村 義保

小山 慎介

逸見 昌之

深谷 肇一

清水 信夫

有吉 雄哉

井本 智明

中野 純司

江口 真透

加藤 昇吾

風間 俊哉

三分一 史和

足立　淳

瀧澤 由美

学力調査と保護者調査

Fast-slow systemにおける時間大域軌道の精度保証付数値計算

モニタリングポスト等の放射線計測データにおける外乱について

確率点過程におけるゆらぎのスケーリング則

推定関数から誘導される微分幾何構造について

非線形・非ガウス状態空間モデルによる周期現象のモデリングと逐次予測

連続変数の離散化を用いた集約的シンボリックデータのクラスタリング

スペースデブリのモデリング

修正コンウェイ・マクスウェル・ポアソン二項分布とその応用

Rによる並列計算

コルモゴロフ・南雲の平均について

多変量コーシー分布と等角写像

柔構造運動制御の数理モデリングとロボットへの応用

A statistical mapping strategy to identify inspiratory neurons among active cells in the
pre-Bötzinger Complex

失われた生態システムの多様性解明に向けた古代DNA研究の展開

神経系の動作機序の解明 ―能動性の電気物理的基盤、事象の時空間知覚、単細胞生物への遡及

セミナーの開催予定はホームページにてご案内しています。http://www.ism.ac.jp/　　　　　　　　  （メディア開発室）

い感謝を表するとともに、新たなフェーズに向けて執行部を
一新しフレッシュな気持ちで研究所運営に邁進することを宣
言。また、昨年度の目標の自己採点および今年度の目標の
発表を行いました。
昨年度に所長が運営骨子として挙げた3点のうち、「組
織力の強化」が思うようにいかなかったこと、第3期中期計
画へ向けた“研究テーマの中軸”については充分な議論の
時間が取れなかったことが所長および前執行部の大きな反
省として残ったが、その他はおおむね良好に運営が行われ
たという自己採点の一方、平成27年度は「組織力の安定
化」「外の組織と具体的な連携策の推進」および「平成28
年度予算状況の不確実性への対応」を運営の骨子として
挙げ、新商業施設や駅前再開発等で発展を続ける立川市
とともに統計数理研究所の持続的発展に奉仕することを所
員へ誓い、所長のあいさつは締めくくられました。

その後、出勤全所員で1階アトリウム「数」レリーフ前で
の記念撮影を行いました。新体制において統数研のますま
すの研究活動の推進および発展を所員皆で祈念する新年
度初日となりました。 　　　　　　　　　（運営企画本部）
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樋口知之所長の所長職第二期（任期2年間）の開始に
あたり、平成27年4月1日、年度始め恒例の全所員へ向け

た所長あいさつが大会議室で行われました。　
所長は、自身の第1期4年間を支えた全職員の支援に深

統計数理研究所統計科学技術センター長
川﨑 能典

統計数理研究所では、本研究所の研究成果をイン
ターネットで広く公開するため「統計数理研究所学術研
究リポ ジトリ（RISM）」（http://ismrepo.ism.ac.jp/ 
dspace/、以下リポジトリという）を平成23年3月29日より
運用しています。定期学術刊行物「統計数理」1996年
44巻2号以降、投稿規程に著作権は統計数理研究所
に帰属することを定めておりますが、それ以前の統計数
理、彙報等につきましてはリポジトリ登録公開にあたり著
者の皆様の許諾をいただく必要があります。連絡先の
判明している著作権者の方々には許諾をいただけるよう
個別に連絡を差し上げておりますが、ご回答をいただけ
ない、あるいは刊行後相当期間が経過しているため連
絡先不明などの理由から未だ公開できない状況にありま
す。文末の対象刊行物に掲載されております未公開論
文等の著者の皆様に対しまして、このお知らせにより改
めてリポジトリでの公開の許諾をお願い申し上げます。な
お、この公開の許諾とは、以下の2点について許諾をい
ただくもので、著作権を委譲するものではありません。
・対象刊行物を電子化すること（複製権：著作権法第
21条）

・電子化した対象刊行物を、リポジトリを通じてインターネッ
ト上で公開すること（公衆送信権：著作権法第23条）

公開を許諾できない著作権者の方は、お手数ではご
ざいますが、平成27年11月30日までに末尾の連絡先に
お申し出下さい。期限までにご連絡いただけない著作物
につきましては、暫定的に許諾を得られたものと同様に扱
い、リポジトリに登録公開することといたします。なお、リ
ポジトリに公開開始後におきましても、著作権者からご指
示があった場合は、当該論文等を速やかに公開停止い
たします。学術研究成果のオープンアクセス化の促進の
ため、なにとぞご理解・ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

対象刊行物
統計数理（33巻～44巻1号 1985-1996）
統計数理研究所彙報（1巻～32巻 1953-1984）
統計数理研究所輯報（1号～11号 1950-1953）
統計数理研究所講究録（1巻～8巻 1944-1953）
日本における統計学の発展（1巻～54巻、別巻 1980-1983）

連絡先
〒190-8562　立川市緑町10-3
情報・システム研究機構　統計数理研究所
統計科学技術センター　情報資源室
リポジトリ担当　adminrep＠ism.ac.jp
050-5533-8500（内線8461）

●本研究所学術刊行物のリポジトリでの
　公開許諾について

平成２７年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について

本研究所の平成27年度公募型共同利用の申請課題
が、平成27年2月23日（月）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。  
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が17件、一般研究1が26件、一般研
究2が85件、重点型研究が21件、共同研究集会が17
件、合計166件です。  
なお、これとは別に共同研究リポートが24件採択されま

した。

い感謝を表するとともに、新たなフェーズに向けて執行部を
一新しフレッシュな気持ちで研究所運営に邁進することを宣
言。また、昨年度の目標の自己採点および今年度の目標の
発表を行いました。
昨年度に所長が運営骨子として挙げた3点のうち、「組
織力の強化」が思うようにいかなかったこと、第3期中期計
画へ向けた“研究テーマの中軸”については充分な議論の
時間が取れなかったことが所長および前執行部の大きな反
省として残ったが、その他はおおむね良好に運営が行われ
たという自己採点の一方、平成27年度は「組織力の安定
化」「外の組織と具体的な連携策の推進」および「平成28
年度予算状況の不確実性への対応」を運営の骨子として
挙げ、新商業施設や駅前再開発等で発展を続ける立川市
とともに統計数理研究所の持続的発展に奉仕することを所
員へ誓い、所長のあいさつは締めくくられました。

その後、出勤全所員で1階アトリウム「数」レリーフ前で
の記念撮影を行いました。新体制において統数研のますま
すの研究活動の推進および発展を所員皆で祈念する新年
度初日となりました。 　　　　　　　　　（運営企画本部）

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
I  計算推論グループ
j  その他

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係

平成27年3月24日（火）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャ
ンパスにて挙行され、統計科学専攻から、1名が学位記を授与されました。

平成27年3月11日（水）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻
修了式が行われ、1名が本専攻を修了しました。

試験年月日 合格者数
H27.1.20（火）～1.21（水） 平成27年4月入学（第2回） 1名

【５年一貫制博士課程】

試験年月日 合格者数
H27.1.21（水） 平成27年4月入学（第2回） 1名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
佃　康司 Contributions to the theory of weak convergences in Hilbert spaces and its applications

【課程博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

専攻修了式

平成27年3月学位取得者は次のとおりです。
学位取得者

平成26年度春季学位記授与式

4月6日（月）に総合研究大学院大学入学式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の入学者1名を含む72名の新入生が迎
えられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画グループ・研究支援担当）

平成27年度入学式（4月期）

Information

共同利用
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樋口知之所長の所長職第二期（任期2年間）の開始に
あたり、平成27年4月1日、年度始め恒例の全所員へ向け

た所長あいさつが大会議室で行われました。　
所長は、自身の第1期4年間を支えた全職員の支援に深

統計数理研究所統計科学技術センター長
川﨑 能典

統計数理研究所では、本研究所の研究成果をイン
ターネットで広く公開するため「統計数理研究所学術研
究リポ ジトリ（RISM）」（http://ismrepo.ism.ac.jp/ 
dspace/、以下リポジトリという）を平成23年3月29日より
運用しています。定期学術刊行物「統計数理」1996年
44巻2号以降、投稿規程に著作権は統計数理研究所
に帰属することを定めておりますが、それ以前の統計数
理、彙報等につきましてはリポジトリ登録公開にあたり著
者の皆様の許諾をいただく必要があります。連絡先の
判明している著作権者の方々には許諾をいただけるよう
個別に連絡を差し上げておりますが、ご回答をいただけ
ない、あるいは刊行後相当期間が経過しているため連
絡先不明などの理由から未だ公開できない状況にありま
す。文末の対象刊行物に掲載されております未公開論
文等の著者の皆様に対しまして、このお知らせにより改
めてリポジトリでの公開の許諾をお願い申し上げます。な
お、この公開の許諾とは、以下の2点について許諾をい
ただくもので、著作権を委譲するものではありません。
・対象刊行物を電子化すること（複製権：著作権法第
21条）

・電子化した対象刊行物を、リポジトリを通じてインターネッ
ト上で公開すること（公衆送信権：著作権法第23条）

公開を許諾できない著作権者の方は、お手数ではご
ざいますが、平成27年11月30日までに末尾の連絡先に
お申し出下さい。期限までにご連絡いただけない著作物
につきましては、暫定的に許諾を得られたものと同様に扱
い、リポジトリに登録公開することといたします。なお、リ
ポジトリに公開開始後におきましても、著作権者からご指
示があった場合は、当該論文等を速やかに公開停止い
たします。学術研究成果のオープンアクセス化の促進の
ため、なにとぞご理解・ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

対象刊行物
統計数理（33巻～44巻1号 1985-1996）
統計数理研究所彙報（1巻～32巻 1953-1984）
統計数理研究所輯報（1号～11号 1950-1953）
統計数理研究所講究録（1巻～8巻 1944-1953）
日本における統計学の発展（1巻～54巻、別巻 1980-1983）

連絡先
〒190-8562　立川市緑町10-3
情報・システム研究機構　統計数理研究所
統計科学技術センター　情報資源室
リポジトリ担当　adminrep＠ism.ac.jp
050-5533-8500（内線8461）

●本研究所学術刊行物のリポジトリでの
　公開許諾について

平成２７年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について

本研究所の平成27年度公募型共同利用の申請課題
が、平成27年2月23日（月）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。  
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が17件、一般研究1が26件、一般研
究2が85件、重点型研究が21件、共同研究集会が17
件、合計166件です。  
なお、これとは別に共同研究リポートが24件採択されま

した。

い感謝を表するとともに、新たなフェーズに向けて執行部を
一新しフレッシュな気持ちで研究所運営に邁進することを宣
言。また、昨年度の目標の自己採点および今年度の目標の
発表を行いました。
昨年度に所長が運営骨子として挙げた3点のうち、「組
織力の強化」が思うようにいかなかったこと、第3期中期計
画へ向けた“研究テーマの中軸”については充分な議論の
時間が取れなかったことが所長および前執行部の大きな反
省として残ったが、その他はおおむね良好に運営が行われ
たという自己採点の一方、平成27年度は「組織力の安定
化」「外の組織と具体的な連携策の推進」および「平成28
年度予算状況の不確実性への対応」を運営の骨子として
挙げ、新商業施設や駅前再開発等で発展を続ける立川市
とともに統計数理研究所の持続的発展に奉仕することを所
員へ誓い、所長のあいさつは締めくくられました。

その後、出勤全所員で1階アトリウム「数」レリーフ前で
の記念撮影を行いました。新体制において統数研のますま
すの研究活動の推進および発展を所員皆で祈念する新年
度初日となりました。 　　　　　　　　　（運営企画本部）

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
I  計算推論グループ
j  その他

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係

平成27年3月24日（火）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャ
ンパスにて挙行され、統計科学専攻から、1名が学位記を授与されました。

平成27年3月11日（水）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻
修了式が行われ、1名が本専攻を修了しました。

試験年月日 合格者数
H27.1.20（火）～1.21（水） 平成27年4月入学（第2回） 1名

【５年一貫制博士課程】

試験年月日 合格者数
H27.1.21（水） 平成27年4月入学（第2回） 1名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
佃　康司 Contributions to the theory of weak convergences in Hilbert spaces and its applications

【課程博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

専攻修了式

平成27年3月学位取得者は次のとおりです。
学位取得者

平成26年度春季学位記授与式

4月6日（月）に総合研究大学院大学入学式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の入学者1名を含む72名の新入生が迎
えられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画グループ・研究支援担当）

平成27年度入学式（4月期）
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平成27年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a1

a2
a3
a3
a4
a7
a7
a7
a7
b1

e1
e7
e7

g1
g6
h2
j7

時空間情報統合と解析のための数値的方法

局所・大域的情報を利用した対訳語義の自動抽出
細胞幾何学モデル
データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
Hawkesモデルによる金融時系列の分析
粒子フィルターを用いた構造・誘導型経済モデルの実証分析
ETASモデルの社会現象への応用
情報が不十分な社会現象の数理モデル化
並列計算による高次元連立確率微分方程式の数値
シミュレーションの高速化
環境リスク評価に対する対話型ファジィ多目的意思決定
主成分分析による株式市場の動的リスク分析
Relationship Between Term Structure of Local Currency Sovereign
Bond Yield and Term Structure of Sovereign CDS Spread
接合関数の理論と応用
学校教育における統計教育について
統計的異常度指標の振舞いの研究
社会的表象とネットワーキングの基礎研究

北川　源四郎（情報・システム研究機構･新領域融合研究
センター長（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学･教授）
本多　久夫（神戸大学大学院･客員教授）
木村　暁（国立遺伝学研究所･准教授）
新井　直樹（東海大学･准教授）
増川　純一（成城大学･教授）
矢野　浩一（駒澤大学･准教授）
藤原　義久（兵庫県立大学･教授）
田野倉　葉子（明治大学･特任准教授）
佐藤　彰洋（京都大学･助教）

松井　猛（広島大学･助教）
高石　哲弥（広島経済大学･教授）
鶴田　大（一橋大学大学院･大学院生　博士課程）

塚原　英敦（成城大学･教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学･教授）
小林　靖之（帝京大学･講師）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構･助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

【一般研究2】

a1
a1
a4
a5
a5
a7
a7
a8
b9
c7
d5
d6
e2
e7
e7
f7
f7
g1
g1
g1
g4
h3
h3
h3
h4
i7

Bi-Power Variation ratioの統計的性質に関する研究
状態空間モデリングの新しい手法の開発
固体地球科学におけるデータ同化法の構築
加工可能なステントデザインの最適化検討
粒子法シミュレーションの統計的ポスト処理に関する研究
高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
ビッグデータ対応型階層ベイズモデルによるマーケティング研究
東京湾水質データの統計解析
ゆらぎのスケーリング則に基づく脳のダイナミクスと計算原理の解明
サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究（３）
新規データ数理統計フレームワークの構築
「鶴岡市における言語調査」データの共同利用と統計解析
高次元データから隠れた要因を探索するアルゴリズムの開発
中小企業の信用リスク評価における財務データと企業データの影響について
民間企業における女性の就業継続に関する実証分析
自治体における街区公園での自主管理に関する研究
自律分散型組織を構成する人的要素の研究
英語心内辞書データの統計的解析
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
超高頻度データ解析とその基礎理論の研究
複雑系の秩序変数の臨界緩和解析
海洋多様性データ解析のための学習推論の方法
融合研究プロジェクトにおけるNGSデータ解析
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
JASMINE プロジェクトにおける統計的情報処理
古代社会の人口動態の推定

川崎　能典（統計数理研究所･准教授）
姜　興起（帯広畜産大学･教授）
長尾　大道（東京大学･准教授）
太田　信（東北大学･准教授）
中村　和幸（明治大学･准教授）
吉田　靖（東京経済大学･教授）
佐藤　忠彦（筑波大学･教授）
柏木　宣久（統計数理研究所･教授）
小山　慎介（統計数理研究所･助教）
石垣　司（東北大学･准教授）
林　隆史（会津大学･教授）
前田　忠彦（統計数理研究所･准教授）
植木　優夫（東北大学･助教）
宮本　道子（秋田県立大学･教授）
寺村　絵里子（明海大学･准教授）
朴　堯星（統計数理研究所･助教）
木野　泰伸（筑波大学･准教授）
小林　景（統計数理研究所･助教）
伊藤　栄明（統計数理研究所･名誉教授）
吉田　朋広（東京大学･教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学･講師）
江口　真透（統計数理研究所･教授）
堀内　陽子（情報システム研究機構･特任研究員）
佐藤　文俊（東京大学･教授）
池田　思朗（統計数理研究所･准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学･教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a3
a3
a3

a3
a4
a4
a4

a4
a4

a4
a7
a8
a9
b1
b2
b2
b3
b3
b3
b5
b9
c4

d3
d6
d6
d6
d6
d6
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d8
d9
e1
e1
e2
e2
e3
e3
e3
e3
e3
e3
e3

脳神経の自励的同期活動を生成するミニマムネットワーク構造の推定
医療従事者の睡眠状態と脳高次機能についての生理学的研究
近赤外線スペクトロスコピーを用いた反復経頭蓋磁気刺激法前後の
重症度別による脳活動の検討
臨床データに基づく腫瘍の発生・進展モデルの開発
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
海洋データ同化システムに用いる誤差情報の高度化に関する研究（１）
磁力線固有振動数とGPS-TECの統合インバージョンによる
プラズマ圏密度全球分布推定
重力波観測データの解析手法の確立
国際宇宙ステーションからの水平方向及び鉛直方向の撮像観測
データを用いた電離圏・中間圏トモグラフィー
データ同化計算による放射線帯シミュレーションの感度解析法の開発
テキストマイニングと金融市場分析
成長関数のパラメータ推定におけるリッジ回帰手法の適用可能性
一部の観測領域でランダムな欠測のあるデータへの混合分布モデルの適用
データの発見的特徴把握のための情報縮約・変数選択・クラスタリングの研究
行列分解型多変量データ解析法に関する研究
腫瘍の放射線治療に対する統計モデル
新生児の自発運動の解析
電気物理、行動および薬理学に基づく神経系の基礎的研究
疾患のＣＴ値を利用した鑑別診断についての研究
複雑構造モデリングによる層流―乱流遷移後期過程における渦動力学の解明
逐次モンテカルロ法の多分野への水平展開と総合による知見の集約
疾患原因となるDNA塩基対互変異性体を識別するための
ナノバイオセンサー分子の統計科学的探索
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
イベント・スキーマと構文に関する研究
大学生を対象にした英語学習に対するニーズ分析
難易度の異なるESPコーパスの分析と教育への多面的応用
応用言語学研究における計量手法の検討
書き手特性キーワード抽出のための統計的手法の研究
官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
スポーツ実施頻度および派生費用のコウホート分析
日本人の消費者意識に関するコウホート分析
演奏舞台芸術の需要と供給から見た芸術活動の将来性
標本調査における統計量の漸近理論の研究
現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート分析
日本における所得・資産分布の計測史と再集計分析
大規模統合化信用リスクデータベースの活用とシステム化モデル
測定方法の違いを考慮した来場者調査における展示観覧行動の計量分析
多文化社会における社会調査に関する考察
分散協調型エネルギー管理システム構築のための衛星日射データ等の利活用
高齢者に適した自記式調査票の開発
一般化エントロピーの幾何学と統計学
推定関数の幾何学と統計学
社会物理学の現代的課題
クラウド指向シンボリックデータ解析ソフトウェアの開発
経時測定データ解析に関する研究
一般化推定方程式のモデル選択
モデル誤特定のもとでの統計的推測
PM2.5、黄砂の健康影響の評価における疫学・生物統計手法の研究
メタアナリシスの変量効果モデルにおける正確な信頼区間・予測区間の開発
線形混合モデルにおける小標本のもとでの妥当な検定・信頼区間の開発
一般化線形混合モデルにおける近似条件付き推測

尾家　慶彦（兵庫医科大学･助教）
西多　昌規（自治医科大学･講師）
菊地　千一郎（自治医科大学･講師）

西山　宣昭（金沢大学･教授）
中野　慎也（統計数理研究所･助教）
藤井　陽介（気象庁気象研究所･主任研究官）
河野　英昭（九州大学大学院･准教授）

間野　修平（統計数理研究所･准教授）
上野　玄太（統計数理研究所･准教授）

三好　由純（名古屋大学･准教授）
森本　孝之（関西学院大学･准教授）
加茂　憲一（札幌医科大学･准教授）
中村　永友（札幌学院大学･教授）
森　裕一（岡山理科大学･教授）
宿久　洋（同志社大学･教授）
水田　正弘（北海道大学･教授）
木原　秀樹（長野県立こども病院･科長補佐）
瀧澤　由美（統計数理研究所･准教授）
池島　厚（日本大学松戸歯学部･准教授）
松浦　一雄（愛媛大学大学院･准教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院･准教授）
本郷　研太（北陸先端科学技術大学院大学･助教）

中村　隆（統計数理研究所･教授）
長　加奈子（北九州市立大学･准教授）
カレイラ松崎　順子（東京経済大学･准教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院･教授）
石川　慎一郎（神戸大学･教授）
石川　有香（名古屋工業大学･教授）
佐井　至道（岡山商科大学･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
有田　富美子（東洋英和女学院大学･教授）
元山　斉（青山学院大学･准教授）
三船　毅（中央大学･教授）
仙田　徹志（京都大学･准教授）
山下　智志（統計数理研究所･教授）
前田　忠彦（統計数理研究所･准教授）
藤田　泰昌（長崎大学･准教授）
山本　義郎（東海大学･教授）
冨田　尚希（東北大学加齢医学研究所（東北大学病院）･助教）
逸見　昌之（統計数理研究所･准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所･准教授）
藤江　遼（東京大学･助教）
南　弘征（北海道大学･准教授）
船渡川　伊久子（統計数理研究所･准教授）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a3 呼吸リズム形成におけるニューロンネットワークとアストロサイト
ネットワークの相互作用の解明

越久　仁敬（兵庫医科大学･教授）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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平成27年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a1

a2
a3
a3
a4
a7
a7
a7
a7
b1

e1
e7
e7

g1
g6
h2
j7

時空間情報統合と解析のための数値的方法

局所・大域的情報を利用した対訳語義の自動抽出
細胞幾何学モデル
データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
Hawkesモデルによる金融時系列の分析
粒子フィルターを用いた構造・誘導型経済モデルの実証分析
ETASモデルの社会現象への応用
情報が不十分な社会現象の数理モデル化
並列計算による高次元連立確率微分方程式の数値
シミュレーションの高速化
環境リスク評価に対する対話型ファジィ多目的意思決定
主成分分析による株式市場の動的リスク分析
Relationship Between Term Structure of Local Currency Sovereign
Bond Yield and Term Structure of Sovereign CDS Spread
接合関数の理論と応用
学校教育における統計教育について
統計的異常度指標の振舞いの研究
社会的表象とネットワーキングの基礎研究

北川　源四郎（情報・システム研究機構･新領域融合研究
センター長（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学･教授）
本多　久夫（神戸大学大学院･客員教授）
木村　暁（国立遺伝学研究所･准教授）
新井　直樹（東海大学･准教授）
増川　純一（成城大学･教授）
矢野　浩一（駒澤大学･准教授）
藤原　義久（兵庫県立大学･教授）
田野倉　葉子（明治大学･特任准教授）
佐藤　彰洋（京都大学･助教）

松井　猛（広島大学･助教）
高石　哲弥（広島経済大学･教授）
鶴田　大（一橋大学大学院･大学院生　博士課程）

塚原　英敦（成城大学･教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学･教授）
小林　靖之（帝京大学･講師）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構･助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

【一般研究2】

a1
a1
a4
a5
a5
a7
a7
a8
b9
c7
d5
d6
e2
e7
e7
f7
f7
g1
g1
g1
g4
h3
h3
h3
h4
i7

Bi-Power Variation ratioの統計的性質に関する研究
状態空間モデリングの新しい手法の開発
固体地球科学におけるデータ同化法の構築
加工可能なステントデザインの最適化検討
粒子法シミュレーションの統計的ポスト処理に関する研究
高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
ビッグデータ対応型階層ベイズモデルによるマーケティング研究
東京湾水質データの統計解析
ゆらぎのスケーリング則に基づく脳のダイナミクスと計算原理の解明
サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究（３）
新規データ数理統計フレームワークの構築
「鶴岡市における言語調査」データの共同利用と統計解析
高次元データから隠れた要因を探索するアルゴリズムの開発
中小企業の信用リスク評価における財務データと企業データの影響について
民間企業における女性の就業継続に関する実証分析
自治体における街区公園での自主管理に関する研究
自律分散型組織を構成する人的要素の研究
英語心内辞書データの統計的解析
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
超高頻度データ解析とその基礎理論の研究
複雑系の秩序変数の臨界緩和解析
海洋多様性データ解析のための学習推論の方法
融合研究プロジェクトにおけるNGSデータ解析
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
JASMINE プロジェクトにおける統計的情報処理
古代社会の人口動態の推定

川崎　能典（統計数理研究所･准教授）
姜　興起（帯広畜産大学･教授）
長尾　大道（東京大学･准教授）
太田　信（東北大学･准教授）
中村　和幸（明治大学･准教授）
吉田　靖（東京経済大学･教授）
佐藤　忠彦（筑波大学･教授）
柏木　宣久（統計数理研究所･教授）
小山　慎介（統計数理研究所･助教）
石垣　司（東北大学･准教授）
林　隆史（会津大学･教授）
前田　忠彦（統計数理研究所･准教授）
植木　優夫（東北大学･助教）
宮本　道子（秋田県立大学･教授）
寺村　絵里子（明海大学･准教授）
朴　堯星（統計数理研究所･助教）
木野　泰伸（筑波大学･准教授）
小林　景（統計数理研究所･助教）
伊藤　栄明（統計数理研究所･名誉教授）
吉田　朋広（東京大学･教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学･講師）
江口　真透（統計数理研究所･教授）
堀内　陽子（情報システム研究機構･特任研究員）
佐藤　文俊（東京大学･教授）
池田　思朗（統計数理研究所･准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学･教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a3
a3
a3

a3
a4
a4
a4

a4
a4

a4
a7
a8
a9
b1
b2
b2
b3
b3
b3
b5
b9
c4

d3
d6
d6
d6
d6
d6
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d7
d8
d9
e1
e1
e2
e2
e3
e3
e3
e3
e3
e3
e3

脳神経の自励的同期活動を生成するミニマムネットワーク構造の推定
医療従事者の睡眠状態と脳高次機能についての生理学的研究
近赤外線スペクトロスコピーを用いた反復経頭蓋磁気刺激法前後の
重症度別による脳活動の検討
臨床データに基づく腫瘍の発生・進展モデルの開発
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
海洋データ同化システムに用いる誤差情報の高度化に関する研究（１）
磁力線固有振動数とGPS-TECの統合インバージョンによる
プラズマ圏密度全球分布推定
重力波観測データの解析手法の確立
国際宇宙ステーションからの水平方向及び鉛直方向の撮像観測
データを用いた電離圏・中間圏トモグラフィー
データ同化計算による放射線帯シミュレーションの感度解析法の開発
テキストマイニングと金融市場分析
成長関数のパラメータ推定におけるリッジ回帰手法の適用可能性
一部の観測領域でランダムな欠測のあるデータへの混合分布モデルの適用
データの発見的特徴把握のための情報縮約・変数選択・クラスタリングの研究
行列分解型多変量データ解析法に関する研究
腫瘍の放射線治療に対する統計モデル
新生児の自発運動の解析
電気物理、行動および薬理学に基づく神経系の基礎的研究
疾患のＣＴ値を利用した鑑別診断についての研究
複雑構造モデリングによる層流―乱流遷移後期過程における渦動力学の解明
逐次モンテカルロ法の多分野への水平展開と総合による知見の集約
疾患原因となるDNA塩基対互変異性体を識別するための
ナノバイオセンサー分子の統計科学的探索
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
イベント・スキーマと構文に関する研究
大学生を対象にした英語学習に対するニーズ分析
難易度の異なるESPコーパスの分析と教育への多面的応用
応用言語学研究における計量手法の検討
書き手特性キーワード抽出のための統計的手法の研究
官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
スポーツ実施頻度および派生費用のコウホート分析
日本人の消費者意識に関するコウホート分析
演奏舞台芸術の需要と供給から見た芸術活動の将来性
標本調査における統計量の漸近理論の研究
現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート分析
日本における所得・資産分布の計測史と再集計分析
大規模統合化信用リスクデータベースの活用とシステム化モデル
測定方法の違いを考慮した来場者調査における展示観覧行動の計量分析
多文化社会における社会調査に関する考察
分散協調型エネルギー管理システム構築のための衛星日射データ等の利活用
高齢者に適した自記式調査票の開発
一般化エントロピーの幾何学と統計学
推定関数の幾何学と統計学
社会物理学の現代的課題
クラウド指向シンボリックデータ解析ソフトウェアの開発
経時測定データ解析に関する研究
一般化推定方程式のモデル選択
モデル誤特定のもとでの統計的推測
PM2.5、黄砂の健康影響の評価における疫学・生物統計手法の研究
メタアナリシスの変量効果モデルにおける正確な信頼区間・予測区間の開発
線形混合モデルにおける小標本のもとでの妥当な検定・信頼区間の開発
一般化線形混合モデルにおける近似条件付き推測

尾家　慶彦（兵庫医科大学･助教）
西多　昌規（自治医科大学･講師）
菊地　千一郎（自治医科大学･講師）

西山　宣昭（金沢大学･教授）
中野　慎也（統計数理研究所･助教）
藤井　陽介（気象庁気象研究所･主任研究官）
河野　英昭（九州大学大学院･准教授）

間野　修平（統計数理研究所･准教授）
上野　玄太（統計数理研究所･准教授）

三好　由純（名古屋大学･准教授）
森本　孝之（関西学院大学･准教授）
加茂　憲一（札幌医科大学･准教授）
中村　永友（札幌学院大学･教授）
森　裕一（岡山理科大学･教授）
宿久　洋（同志社大学･教授）
水田　正弘（北海道大学･教授）
木原　秀樹（長野県立こども病院･科長補佐）
瀧澤　由美（統計数理研究所･准教授）
池島　厚（日本大学松戸歯学部･准教授）
松浦　一雄（愛媛大学大学院･准教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院･准教授）
本郷　研太（北陸先端科学技術大学院大学･助教）

中村　隆（統計数理研究所･教授）
長　加奈子（北九州市立大学･准教授）
カレイラ松崎　順子（東京経済大学･准教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院･教授）
石川　慎一郎（神戸大学･教授）
石川　有香（名古屋工業大学･教授）
佐井　至道（岡山商科大学･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
有田　富美子（東洋英和女学院大学･教授）
元山　斉（青山学院大学･准教授）
三船　毅（中央大学･教授）
仙田　徹志（京都大学･准教授）
山下　智志（統計数理研究所･教授）
前田　忠彦（統計数理研究所･准教授）
藤田　泰昌（長崎大学･准教授）
山本　義郎（東海大学･教授）
冨田　尚希（東北大学加齢医学研究所（東北大学病院）･助教）
逸見　昌之（統計数理研究所･准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所･准教授）
藤江　遼（東京大学･助教）
南　弘征（北海道大学･准教授）
船渡川　伊久子（統計数理研究所･准教授）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
野間　久史（統計数理研究所･助教）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）
竹林　由武（統計数理研究所･特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a3 呼吸リズム形成におけるニューロンネットワークとアストロサイト
ネットワークの相互作用の解明

越久　仁敬（兵庫医科大学･教授）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳
は、若手育成事業が0件、ワークショップが4件、合計4件
です。

e6
e7
e8
f2
f7
f7

f7
f8
g1
g1
g1
g1
g1
g1
g1
g2
g3
g3
g7
h1
h3
h6
i5

i5
i7
i8
i8
j2
j5
j7
j7
j9

統計解析言語Rによる人文学データのマイニング方法論研究
抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
遺伝・保健衛生領域の空間データ解析
統計手法と対話を融合したメンバシップ関数構築法の改良と意思決定への応用
アジア諸国世帯統計ミクロデータの二次利用推進に関する研究
公的産業統計調査結果による経済低成長期の企業投資による
産業構造変容の解析手法に関する実証研究
処方箋様式変更の後発薬調剤への効果の政策評価
大規模な環境・生態データのホットスポット検出に関する研究
確率場データからのクラスター検出とその有意性の判定
非線形フィルタリングに対する数値近似手法の研究
確率分割による統計解析
圏論的視点からの量子ベイズ統計理論の研究
データ解析の事例に基づくモデル選択アプローチと統計的検定アプローチの研究
高次元データのハブ現象の数理的解明
フローショップスケジューリングの統計理論と効率最適化
欠番のあるEulerian分布とその応用
計数過程による生存解析手法の研究
古代ゲノム解析による日本列島の人類史推定
金融証券市場の気配値情報を用いたマーケット・インパクトの研究
Ｌ１罰則付き推定法の影響関数に関する研究
バイオマーカーの性能評価に関する研究
音韻的記憶の外国語のオーラルスキル習得への影響とその要因
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的
アプローチによる適応学習制御
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
地域森林資源の循環的利活用に向けた資源管理手法の開発
外来種防除のための土地利用最適化モデルの構築
最適化手法による環境直接支払の統合評価モデルの開発
報酬駆動型システムによる報酬系の設計と報酬系による最適化
回転円すいを用いた高粘度液体の微粒化と線条化
獣害被害軽減のための効率的な土地利用空間配置の探索
基底意識構造の連鎖的比較調査 ̶伝統的価値観と身近な生活意識̶
NIRSデータについて時系列解析の応用と提案

田畑　智司（大阪大学･准教授）
福田　治久（九州大学･准教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学･准教授）
蓮池　隆（早稲田大学･准教授）
馬場　康維（統計数理研究所･名誉教授）
古隅　弘樹（兵庫県立大学･准教授）

古川　雅一（東京大学･准教授）
石岡　文生（岡山大学･助教）
栗木　哲（統計数理研究所･教授）
荻原　哲平（統計数理研究所･助教）
間野　修平（統計数理研究所･准教授）
田中　康平（信州大学･助教）
石黒　真木夫（統計数理研究所･名誉教授）
福水　健次（統計数理研究所･教授）
小林　景（統計数理研究所･助教）
土屋　高宏（城西大学･准教授）
西山　陽一（統計数理研究所･准教授）
太田　博樹（北里大学･准教授）
荻原　哲平（統計数理研究所･助教）
笛田　薫（岡山大学･准教授）
林　賢一（慶應義塾大学･講師）
近藤　暁子（兵庫教育大学･講師）
宮里　義彦（統計数理研究所･教授）

宮里　義彦（統計数理研究所･教授）
高田　克彦（秋田県立大学･教授）
吉本　敦（統計数理研究所･教授）
田中　勝也（滋賀大学･准教授）
奥原　浩之（大阪大学･准教授）
足立　高弘（秋田大学･准教授）
木島　真志（琉球大学･准教授）
角田　弘子（日本ウェルネススポーツ大学･講師）
三家　礼子（早稲田大学･研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

b2
j2
j6
j7
j9

j9
j9
j9
j9

日中におけるデータ・リテラシー教育の国際比較に関する研究
データサイエンス教育の体系化と高度化に関する研究
統計的推論力の育成を目指す初等・中等教育における統計授業の展開
経済統計の教育に資する教材の開発
ビックデータ時代に向けた新たな統計教育における問題解決力を
育む教育効果の評価方法の開発
学校教育における統計教育内容の系統性
中高等学校における統計教育の研究
データサイエンティスト育成における統計理論教育の役割
アクティブ・ラーニングに対応するセンサス＠スクールサイトの改良

下川　敏雄（山梨大学･准教授）
渡辺　美智子（慶應義塾大学･教授）
川上　貴（西九州大学･講師）
岩崎　学（成蹊大学･教授）
和泉　志津恵（大分大学･准教授）

藤井　良宜（宮崎大学･教授）
永井　礼正（日本教育大学院大学･教授）
竹村　彰通（東京大学･教授）
青山　和裕（愛知教育大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：統計教育の新展開 Ⅱ

b2
b2
b6
e2
e2

集約的シンボリックデータの生成に関する研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析環境についての研究
教育データのオープンデータ化に関する基礎的研究
集約的シンボリックデータの利用によるビッグデータ解析手法の拡張
クラウド指向ビッグデータ解析処理に関する実践的研究

山本　由和（徳島文理大学･准教授）
久保田　貴文（多摩大学･准教授）
笠井　聖二（呉工業高等専門学校･教授）
清水　信夫（統計数理研究所･助教）
南　弘征（北海道大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ビッグデータの統計数理 Ⅱ

e3

e3

e3

e3
e3
e3
f8

メタアナリシスにおける方法論の新展開とその実践：用量反応・
バイオマーカー・予測モデル
がん分野の予測モデル構築と日本人におけるがん発生における将来推計
前立腺がんの記述疫学研究：過剰診断・治療効果の影響

次世代シークエンサーを用いた自閉症関連遺伝子の探索
コウホート分析モデルの健康施策への活用に関する研究
ライフコース疫学における因果推論のための生物統計学的手法の研究
環境疫学における研究デザインおよび統計的解析方法の開発

高橋　邦彦（名古屋大学･准教授）

田中　佐智子（京都大学･講師）
伊藤　ゆり（地方独立行政法人 大阪府立病院機構
大阪府立成人病センター･研究員）
船渡川　伊久子（統計数理研究所･准教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
竹内　文乃（慶應義塾大学･助教）
和泉　志津恵（大分大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：次世代への健康科学

ｇ１
d6
d6

混合正規回帰モデルの要素数の推定 
鶴岡調査を利用した日本語の共通語化に関する計量的研究
鶴岡調査資料の音声項目と属性・意識項目との関係の分析

下津　克己（東京大学・教授）
鑓水　兼貴（国立国語研究所・プロジェクト非常勤研究員）
柳村　裕（国立国語研究所・プロジェクト非常勤研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【共同利用登録】3件

a2
a4
a8
b2
b2
b7
d2
d7
g1
g1
g1
g5
i2
j3
j8
j9
j9

非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺（３）
データ同化ワークショップ
環境・生態データと統計解析
経済物理学とその周辺
データ解析環境Rの整備と利用
人流・物流ネットワークとその周辺
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの整備と普及
公的統計のミクロデータ等を用いた研究の新展開
無限分解可能過程に関連する諸問題
統計的分布の理論と展開
科学における確率
極値理論の工学への応用
最適化：モデリングとアルゴリズム
動的生体情報論の現状と展望
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会

岩木　直（独立行政法人産業技術総合研究所･研究グループ長）
上野　玄太（統計数理研究所･准教授）
清水　邦夫（統計数理研究所･特命教授）
田中　美栄子（鳥取大学･教授）
藤野　友和（福岡女子大学･講師）
佐藤　彰洋（京都大学･助教）
丸山　直昌（統計数理研究所･准教授）
白川　清美（一橋大学･准教授）
志村　隆彰（統計数理研究所･助教）
阿部　俊弘（南山大学･講師）
間野　修平（統計数理研究所･准教授）
北野　利一（名古屋工業大学･准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学･教授）
清野　健（大阪大学･准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所･室長）
竹内　光悦（実践女子大学･准教授）
酒折　文武（中央大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

【共同研究集会】

平成26年度共同利用公募追加採択課題

平成27年度統計数理研究所公募型人材育成事業の採択について

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
 f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
 I  計算推論グループ
 j  その他

R
eport

R
eport
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採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳
は、若手育成事業が0件、ワークショップが4件、合計4件
です。

e6
e7
e8
f2
f7
f7

f7
f8
g1
g1
g1
g1
g1
g1
g1
g2
g3
g3
g7
h1
h3
h6
i5

i5
i7
i8
i8
j2
j5
j7
j7
j9

統計解析言語Rによる人文学データのマイニング方法論研究
抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
遺伝・保健衛生領域の空間データ解析
統計手法と対話を融合したメンバシップ関数構築法の改良と意思決定への応用
アジア諸国世帯統計ミクロデータの二次利用推進に関する研究
公的産業統計調査結果による経済低成長期の企業投資による
産業構造変容の解析手法に関する実証研究
処方箋様式変更の後発薬調剤への効果の政策評価
大規模な環境・生態データのホットスポット検出に関する研究
確率場データからのクラスター検出とその有意性の判定
非線形フィルタリングに対する数値近似手法の研究
確率分割による統計解析
圏論的視点からの量子ベイズ統計理論の研究
データ解析の事例に基づくモデル選択アプローチと統計的検定アプローチの研究
高次元データのハブ現象の数理的解明
フローショップスケジューリングの統計理論と効率最適化
欠番のあるEulerian分布とその応用
計数過程による生存解析手法の研究
古代ゲノム解析による日本列島の人類史推定
金融証券市場の気配値情報を用いたマーケット・インパクトの研究
Ｌ１罰則付き推定法の影響関数に関する研究
バイオマーカーの性能評価に関する研究
音韻的記憶の外国語のオーラルスキル習得への影響とその要因
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的
アプローチによる適応学習制御
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
地域森林資源の循環的利活用に向けた資源管理手法の開発
外来種防除のための土地利用最適化モデルの構築
最適化手法による環境直接支払の統合評価モデルの開発
報酬駆動型システムによる報酬系の設計と報酬系による最適化
回転円すいを用いた高粘度液体の微粒化と線条化
獣害被害軽減のための効率的な土地利用空間配置の探索
基底意識構造の連鎖的比較調査 ̶伝統的価値観と身近な生活意識̶
NIRSデータについて時系列解析の応用と提案

田畑　智司（大阪大学･准教授）
福田　治久（九州大学･准教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学･准教授）
蓮池　隆（早稲田大学･准教授）
馬場　康維（統計数理研究所･名誉教授）
古隅　弘樹（兵庫県立大学･准教授）

古川　雅一（東京大学･准教授）
石岡　文生（岡山大学･助教）
栗木　哲（統計数理研究所･教授）
荻原　哲平（統計数理研究所･助教）
間野　修平（統計数理研究所･准教授）
田中　康平（信州大学･助教）
石黒　真木夫（統計数理研究所･名誉教授）
福水　健次（統計数理研究所･教授）
小林　景（統計数理研究所･助教）
土屋　高宏（城西大学･准教授）
西山　陽一（統計数理研究所･准教授）
太田　博樹（北里大学･准教授）
荻原　哲平（統計数理研究所･助教）
笛田　薫（岡山大学･准教授）
林　賢一（慶應義塾大学･講師）
近藤　暁子（兵庫教育大学･講師）
宮里　義彦（統計数理研究所･教授）

宮里　義彦（統計数理研究所･教授）
高田　克彦（秋田県立大学･教授）
吉本　敦（統計数理研究所･教授）
田中　勝也（滋賀大学･准教授）
奥原　浩之（大阪大学･准教授）
足立　高弘（秋田大学･准教授）
木島　真志（琉球大学･准教授）
角田　弘子（日本ウェルネススポーツ大学･講師）
三家　礼子（早稲田大学･研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

b2
j2
j6
j7
j9

j9
j9
j9
j9

日中におけるデータ・リテラシー教育の国際比較に関する研究
データサイエンス教育の体系化と高度化に関する研究
統計的推論力の育成を目指す初等・中等教育における統計授業の展開
経済統計の教育に資する教材の開発
ビックデータ時代に向けた新たな統計教育における問題解決力を
育む教育効果の評価方法の開発
学校教育における統計教育内容の系統性
中高等学校における統計教育の研究
データサイエンティスト育成における統計理論教育の役割
アクティブ・ラーニングに対応するセンサス＠スクールサイトの改良

下川　敏雄（山梨大学･准教授）
渡辺　美智子（慶應義塾大学･教授）
川上　貴（西九州大学･講師）
岩崎　学（成蹊大学･教授）
和泉　志津恵（大分大学･准教授）

藤井　良宜（宮崎大学･教授）
永井　礼正（日本教育大学院大学･教授）
竹村　彰通（東京大学･教授）
青山　和裕（愛知教育大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：統計教育の新展開 Ⅱ

b2
b2
b6
e2
e2

集約的シンボリックデータの生成に関する研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析環境についての研究
教育データのオープンデータ化に関する基礎的研究
集約的シンボリックデータの利用によるビッグデータ解析手法の拡張
クラウド指向ビッグデータ解析処理に関する実践的研究

山本　由和（徳島文理大学･准教授）
久保田　貴文（多摩大学･准教授）
笠井　聖二（呉工業高等専門学校･教授）
清水　信夫（統計数理研究所･助教）
南　弘征（北海道大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ビッグデータの統計数理 Ⅱ

e3

e3

e3

e3
e3
e3
f8

メタアナリシスにおける方法論の新展開とその実践：用量反応・
バイオマーカー・予測モデル
がん分野の予測モデル構築と日本人におけるがん発生における将来推計
前立腺がんの記述疫学研究：過剰診断・治療効果の影響

次世代シークエンサーを用いた自閉症関連遺伝子の探索
コウホート分析モデルの健康施策への活用に関する研究
ライフコース疫学における因果推論のための生物統計学的手法の研究
環境疫学における研究デザインおよび統計的解析方法の開発

高橋　邦彦（名古屋大学･准教授）

田中　佐智子（京都大学･講師）
伊藤　ゆり（地方独立行政法人 大阪府立病院機構
大阪府立成人病センター･研究員）
船渡川　伊久子（統計数理研究所･准教授）
中村　隆（統計数理研究所･教授）
竹内　文乃（慶應義塾大学･助教）
和泉　志津恵（大分大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：次世代への健康科学

ｇ１
d6
d6

混合正規回帰モデルの要素数の推定 
鶴岡調査を利用した日本語の共通語化に関する計量的研究
鶴岡調査資料の音声項目と属性・意識項目との関係の分析

下津　克己（東京大学・教授）
鑓水　兼貴（国立国語研究所・プロジェクト非常勤研究員）
柳村　裕（国立国語研究所・プロジェクト非常勤研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【共同利用登録】3件

a2
a4
a8
b2
b2
b7
d2
d7
g1
g1
g1
g5
i2
j3
j8
j9
j9

非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺（３）
データ同化ワークショップ
環境・生態データと統計解析
経済物理学とその周辺
データ解析環境Rの整備と利用
人流・物流ネットワークとその周辺
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの整備と普及
公的統計のミクロデータ等を用いた研究の新展開
無限分解可能過程に関連する諸問題
統計的分布の理論と展開
科学における確率
極値理論の工学への応用
最適化：モデリングとアルゴリズム
動的生体情報論の現状と展望
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会

岩木　直（独立行政法人産業技術総合研究所･研究グループ長）
上野　玄太（統計数理研究所･准教授）
清水　邦夫（統計数理研究所･特命教授）
田中　美栄子（鳥取大学･教授）
藤野　友和（福岡女子大学･講師）
佐藤　彰洋（京都大学･助教）
丸山　直昌（統計数理研究所･准教授）
白川　清美（一橋大学･准教授）
志村　隆彰（統計数理研究所･助教）
阿部　俊弘（南山大学･講師）
間野　修平（統計数理研究所･准教授）
北野　利一（名古屋工業大学･准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学･教授）
清野　健（大阪大学･准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所･室長）
竹内　光悦（実践女子大学･准教授）
酒折　文武（中央大学･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

【共同研究集会】

平成26年度共同利用公募追加採択課題

平成27年度統計数理研究所公募型人材育成事業の採択について

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
 f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
 I  計算推論グループ
 j  その他
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（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

千葉大学・特任研究員 ULF地震磁気現象に基づいた短期地震
予測の評価

Peng Han H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

明星大学連携研究センター・
主幹研究員

2重、および3重累積和統計量の理論と
応用

広津　千尋 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

岡山大学環境理工学部・名
誉教授

統計検定に関する研究田中　豊 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

統計数理研究所・名誉教授
早稲田大学・招聘研究員
山梨大学・客員教授

最適化の微分幾何の研究、数値計算ア
ルゴリズムの研究開発、逆問題のベイズ
統計学的解決法の研究、帰納的推論機
械の研究、及び実際問題の解決

田邊　國士 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ石黒　真木夫 H27.4.1 ～
H28.3.31

特命教授中野　純司
統計思考院長

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 称号付与

トリブバン大学・准教授 ネパールにおける住民参加型の森林資源
利用の統計分析

Bir Bahadur
Khanal Chhetri

H27.3.1 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

ブリティッシュコロンビア大学・
教授

森林における攪乱影響の定量分析Bianca Nadja
Iduna Eskelson

H27.3.3 ～
H27.3.8

吉本　敦 教授

森林インベントリー 計画研究
所・次長

森林バイオマス推定のためのアロメトリー
式の構築

Nguyen
Dinh Hung

H27.3.1 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

カンボジア林業局森林野生動
物調査開発研究所・所長

カンボジアの森林における資源量調査Sokh Heng

Chheng Kimsun

H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

エストレマドゥラ大学・准教授 周期的な確率密度関数を持つコピュラに
関する研究

Arthur Pewsey H27.1.26 ～
H27.2.21

加藤　昇吾 准教授

フライブルグ大学・教授 サイバーセキュリティにおけるレジリエンスGunter Mueller H27.2.27 ～
H27.2.27

丸山　宏 教授

中央研究院・研究員（教授
相当）

分布理論、特にBスプラインコピュラの研
究

Gwo-Dong Lin H27.3.29 ～
H27.3.31

栗木　哲 教授

東海大学理学部物理学科・
教授

正準形式による情報場の理論豊田　正 H27.4.1 ～
H28.3.31

田村　義保 教授

中央研究院・研究員（教授
相当以上）

適合度検定統計量の組み合せ論的構造黄　顕貴 H27.4.1 ～
H27.4.8

栗木　哲 教授

早稲田大学　理工学術院・
助教

マウス超音波の自動分類、Ｂスプラインコ
ピュラの研究

Xiaoling Dou H27.4.1 ～
H28.3.31

栗木　哲 教授

東京工業大学大学院　情報
理工学研究科　数理・計算
科学専攻・助教

時空間点過程モデルによる繰り返し地震
の長期予測

野村　俊一 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

一橋大学・名誉教授
東北大学・客員教授

レーマン対立仮説モデルを置いた一、二標
本問題と線形回帰モデルにおけるノンパ
ラメトリック推測の漸近理論

三浦　良造 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

東京大学　医学系研究科・
特任助教

数理モデルによる感染症流行予測齋藤　正也 H27.4.1 ～
H27.9.30

樋口　知之 所長

中央研究院・研究員（教授
相当）

分布理論、特にBスプラインコピュラの研
究

Gwo-Dong Lin H27.4.1 ～
H27.4.6

栗木　哲 教授

ポーランド科学アカデミー医学
研究センター呼吸器研究部
門・教授

中枢性呼吸調節における鉄分子の役割：
摘出脳幹脊髄標本に動的膜電位イメージ
ング法を適用した解析

Mieczyslaw
Pokorski

H27.4.1 ～
H27.10.15

三分一　史和
准教授

東京大学・神奈川大学・成
蹊大学　非常勤講師

統計教育に関する教材開発迫田　宇広 H27.4.1 ～
H28.3.31

田村　義保 教授

日本学術振興会・特別研究
員（PD）

カーネル法による新しい時系列分植松　良公 H27.4.1 ～
H28.3.31

福水　健次 教授

シカゴ大学　ジョン ディー マッ
カーサー ディスティングイッシュ
ト サービス・プロフェッサー

多変量コーシー分布に関する研究Ｐｅｔｅｒ
ＭｃＣｕｌｌａｇｈ

H27.3.11 ～
H27.3.25

加藤　昇吾 准教授

チェコ生命科学大学・森林管
理部局長

最適資源管理システムへの三次元計測
技術の応用

Peter Surovy H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

ジョンズホプキンス大学　応用
物理学研究所・主任研究員

磁気圏MHDモデルと衛星及び地上観測
との同化による電離層電気伝導度の解析

大谷　晋一 H27.3.16 ～
H27.3.18

樋口　知之 所長

マッセー大学・教授 分布理論、特に確率変数の従属性の研
究

Chin-Diew Lai H27.3.29 ～
H27.3.31

栗木　哲 教授

国立アテネ観測所・研究員 統計的モデルに基づいてクーロン応力変
化によって誘発された地震活動の研究

Margarita
Segkou

H27.2.2～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

カンボジア林業局・局長 カンボジアの森林における資源量調査 H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

トリブバン大学・准教授 ネパールにおける住民参加型の森林資源
利用の統計分析

Sｈreekanta
Sharma
Khatiwada

H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

サンシャインコースト大学・主
任研究員兼講師

森林バイオマスの効率的利用に向けた流
通最適化モデルのシステム開発

Mauricio
Acuna

H27.3.4 ～
H27.3.13

吉本　敦 教授

オタゴ大学・講師（助教相当） 地震活動フェーズの自動客観識別におけ
る隠れマルコフモデルの開発

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
王　婷 H27.1.19 ～

H27.1.30

受入担当研究教育職員 称号付与
庄　建倉 准教授　

ソタシステム株式会社・技術
顧問

研究力の分析及び評価手法の研究と定常
観測システムの設計

鈴木　重徳 H27.1.8 ～
H27.3.31

椿　広計 教授

サウスカロライナ大学統計学
科・教授

クラスター化された生存時間データに対す
るロバストな混合効果もでるとその応用

Yanyuan Ma H27.1.29 ～
H27.2.12

逸見　昌之 准教授

平成27年度統計数理研究所公募型人材育成事業採択課題

J8
E3
A3
E3

統計サマーセミナー2015
ゲノム多様性データの統計解析
入門：感染症数理モデルによる流行データ分析と問題解決
Biostatisticsネットワーク

松井　秀俊（九州大学 大学院数理学研究院･助教）
手島　康介（九州大学 大学院理学研究院　生物科学部門･助教）
西浦　博（東京大学 大学院医学系研究科　国際社会医学講座･准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所 データ科学研究系･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【ワークショップ】

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
中野　慎也 助教

756,000 複雑な現象を表すシミュレーションモデ
ルの不確定性低減と多種パラメータの
推定高精度化の研究

共同研究の受入れ
委託者の名称 研究題目 研究期間

H27.4.1～
H27.10.31

受入担当研究教育職員
数理・推論研究系
伊藤　聡 教授
数理・推論研究系
宮里　義彦 教授
モデリング研究系
上野　玄太 准教授

研究経費（円）
12,650,000 並列計算基盤上での最適化応用共同

研究
トヨタ自動車株式会社
エンジン先行制御システム開発部
部長　高岡　俊文

日本電気株式会社グリーンプラット
フォーム研究所
所長　中村　祐一

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
松井　知子 教授

2,000,000 話者認識の新規アルゴリズムおよび応
用に関する研究

パナソニック株式会社
石黒　敬三

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
吉田　亮 准教授
モデリング研究系
伊庭　幸人 教授

3,000,000 分子設計のためのケモインフォマティク
ス技術の開発

株式会社地球快適化インスティ
テュート
取締役副所長　田中　栄司

H27.4.1～
H27.9.30

樋口　知之 所長
統計思考院
高橋　啓 特任助教
統計思考院
深谷　肇一 特任助教

2,200,000 ヘルスケアデータの時系列解析株式会社リコー
リコー技術研究所システム研究セ
ンター　北口　貴史

（企画グループ・研究支援担当）

委託者の名称 研究題目 研究期間
H27.4.1～
H28.3.31

受入担当研究教育職員
樋口　知之 所長
（数理・推論研究系
伊藤　聡 教授）

研究経費（円）
38,370,000 数学・数理科学と諸科学・産業との協働

によるイノベーション創出のための研究
促進プログラム

支出負担行為担当官
文部科学省研究振興局長
常盤　豊

受託研究の受入れ

外来研究員の受入れ

外部資金・研究員等の受入れ
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（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

千葉大学・特任研究員 ULF地震磁気現象に基づいた短期地震
予測の評価

Peng Han H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

明星大学連携研究センター・
主幹研究員

2重、および3重累積和統計量の理論と
応用

広津　千尋 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

岡山大学環境理工学部・名
誉教授

統計検定に関する研究田中　豊 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

統計数理研究所・名誉教授
早稲田大学・招聘研究員
山梨大学・客員教授

最適化の微分幾何の研究、数値計算ア
ルゴリズムの研究開発、逆問題のベイズ
統計学的解決法の研究、帰納的推論機
械の研究、及び実際問題の解決

田邊　國士 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ石黒　真木夫 H27.4.1 ～
H28.3.31

特命教授中野　純司
統計思考院長

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 称号付与

トリブバン大学・准教授 ネパールにおける住民参加型の森林資源
利用の統計分析

Bir Bahadur
Khanal Chhetri

H27.3.1 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

ブリティッシュコロンビア大学・
教授

森林における攪乱影響の定量分析Bianca Nadja
Iduna Eskelson

H27.3.3 ～
H27.3.8

吉本　敦 教授

森林インベントリー 計画研究
所・次長

森林バイオマス推定のためのアロメトリー
式の構築

Nguyen
Dinh Hung

H27.3.1 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

カンボジア林業局森林野生動
物調査開発研究所・所長

カンボジアの森林における資源量調査Sokh Heng

Chheng Kimsun

H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

エストレマドゥラ大学・准教授 周期的な確率密度関数を持つコピュラに
関する研究

Arthur Pewsey H27.1.26 ～
H27.2.21

加藤　昇吾 准教授

フライブルグ大学・教授 サイバーセキュリティにおけるレジリエンスGunter Mueller H27.2.27 ～
H27.2.27

丸山　宏 教授

中央研究院・研究員（教授
相当）

分布理論、特にBスプラインコピュラの研
究

Gwo-Dong Lin H27.3.29 ～
H27.3.31

栗木　哲 教授

東海大学理学部物理学科・
教授

正準形式による情報場の理論豊田　正 H27.4.1 ～
H28.3.31

田村　義保 教授

中央研究院・研究員（教授
相当以上）

適合度検定統計量の組み合せ論的構造黄　顕貴 H27.4.1 ～
H27.4.8

栗木　哲 教授

早稲田大学　理工学術院・
助教

マウス超音波の自動分類、Ｂスプラインコ
ピュラの研究

Xiaoling Dou H27.4.1 ～
H28.3.31

栗木　哲 教授

東京工業大学大学院　情報
理工学研究科　数理・計算
科学専攻・助教

時空間点過程モデルによる繰り返し地震
の長期予測

野村　俊一 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

一橋大学・名誉教授
東北大学・客員教授

レーマン対立仮説モデルを置いた一、二標
本問題と線形回帰モデルにおけるノンパ
ラメトリック推測の漸近理論

三浦　良造 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

東京大学　医学系研究科・
特任助教

数理モデルによる感染症流行予測齋藤　正也 H27.4.1 ～
H27.9.30

樋口　知之 所長

中央研究院・研究員（教授
相当）

分布理論、特にBスプラインコピュラの研
究

Gwo-Dong Lin H27.4.1 ～
H27.4.6

栗木　哲 教授

ポーランド科学アカデミー医学
研究センター呼吸器研究部
門・教授

中枢性呼吸調節における鉄分子の役割：
摘出脳幹脊髄標本に動的膜電位イメージ
ング法を適用した解析

Mieczyslaw
Pokorski

H27.4.1 ～
H27.10.15

三分一　史和
准教授

東京大学・神奈川大学・成
蹊大学　非常勤講師

統計教育に関する教材開発迫田　宇広 H27.4.1 ～
H28.3.31

田村　義保 教授

日本学術振興会・特別研究
員（PD）

カーネル法による新しい時系列分植松　良公 H27.4.1 ～
H28.3.31

福水　健次 教授

シカゴ大学　ジョン ディー マッ
カーサー ディスティングイッシュ
ト サービス・プロフェッサー

多変量コーシー分布に関する研究Ｐｅｔｅｒ
ＭｃＣｕｌｌａｇｈ

H27.3.11 ～
H27.3.25

加藤　昇吾 准教授

チェコ生命科学大学・森林管
理部局長

最適資源管理システムへの三次元計測
技術の応用

Peter Surovy H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

ジョンズホプキンス大学　応用
物理学研究所・主任研究員

磁気圏MHDモデルと衛星及び地上観測
との同化による電離層電気伝導度の解析

大谷　晋一 H27.3.16 ～
H27.3.18

樋口　知之 所長

マッセー大学・教授 分布理論、特に確率変数の従属性の研
究

Chin-Diew Lai H27.3.29 ～
H27.3.31

栗木　哲 教授

国立アテネ観測所・研究員 統計的モデルに基づいてクーロン応力変
化によって誘発された地震活動の研究

Margarita
Segkou

H27.2.2～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

カンボジア林業局・局長 カンボジアの森林における資源量調査 H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

トリブバン大学・准教授 ネパールにおける住民参加型の森林資源
利用の統計分析

Sｈreekanta
Sharma
Khatiwada

H27.3.4 ～
H27.3.9

吉本　敦 教授

サンシャインコースト大学・主
任研究員兼講師

森林バイオマスの効率的利用に向けた流
通最適化モデルのシステム開発

Mauricio
Acuna

H27.3.4 ～
H27.3.13

吉本　敦 教授

オタゴ大学・講師（助教相当） 地震活動フェーズの自動客観識別におけ
る隠れマルコフモデルの開発

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
王　婷 H27.1.19 ～

H27.1.30

受入担当研究教育職員 称号付与
庄　建倉 准教授　

ソタシステム株式会社・技術
顧問

研究力の分析及び評価手法の研究と定常
観測システムの設計

鈴木　重徳 H27.1.8 ～
H27.3.31

椿　広計 教授

サウスカロライナ大学統計学
科・教授

クラスター化された生存時間データに対す
るロバストな混合効果もでるとその応用

Yanyuan Ma H27.1.29 ～
H27.2.12

逸見　昌之 准教授

平成27年度統計数理研究所公募型人材育成事業採択課題

J8
E3
A3
E3

統計サマーセミナー2015
ゲノム多様性データの統計解析
入門：感染症数理モデルによる流行データ分析と問題解決
Biostatisticsネットワーク

松井　秀俊（九州大学 大学院数理学研究院･助教）
手島　康介（九州大学 大学院理学研究院　生物科学部門･助教）
西浦　博（東京大学 大学院医学系研究科　国際社会医学講座･准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所 データ科学研究系･准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【ワークショップ】

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
中野　慎也 助教

756,000 複雑な現象を表すシミュレーションモデ
ルの不確定性低減と多種パラメータの
推定高精度化の研究

共同研究の受入れ
委託者の名称 研究題目 研究期間

H27.4.1～
H27.10.31

受入担当研究教育職員
数理・推論研究系
伊藤　聡 教授
数理・推論研究系
宮里　義彦 教授
モデリング研究系
上野　玄太 准教授

研究経費（円）
12,650,000 並列計算基盤上での最適化応用共同

研究
トヨタ自動車株式会社
エンジン先行制御システム開発部
部長　高岡　俊文

日本電気株式会社グリーンプラット
フォーム研究所
所長　中村　祐一

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
松井　知子 教授

2,000,000 話者認識の新規アルゴリズムおよび応
用に関する研究

パナソニック株式会社
石黒　敬三

H27.4.1～
H28.3.31

モデリング研究系
吉田　亮 准教授
モデリング研究系
伊庭　幸人 教授

3,000,000 分子設計のためのケモインフォマティク
ス技術の開発

株式会社地球快適化インスティ
テュート
取締役副所長　田中　栄司

H27.4.1～
H27.9.30

樋口　知之 所長
統計思考院
高橋　啓 特任助教
統計思考院
深谷　肇一 特任助教

2,200,000 ヘルスケアデータの時系列解析株式会社リコー
リコー技術研究所システム研究セ
ンター　北口　貴史

（企画グループ・研究支援担当）

委託者の名称 研究題目 研究期間
H27.4.1～
H28.3.31

受入担当研究教育職員
樋口　知之 所長
（数理・推論研究系
伊藤　聡 教授）

研究経費（円）
38,370,000 数学・数理科学と諸科学・産業との協働

によるイノベーション創出のための研究
促進プログラム

支出負担行為担当官
文部科学省研究振興局長
常盤　豊

受託研究の受入れ

外来研究員の受入れ

外部資金・研究員等の受入れ

R
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氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 称号付与

慶應義塾大学・名誉教授 共同研究スタートアップ清水　邦夫 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

国立アテネ観測所・研究員 統計的モデルに基づいてクーロン応力変
化によって誘発された地震活動の研究

Margarita
Segkou

H27.4.1 ～
H27.4.7

庄　建倉 准教授

東京大学・特別研究員 リアルタイム余震確率予測の実用化近江　崇宏 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

北九州工業高等専門学校・
准教授

グローバルMHDシミュレーションの可視化
と大規模データ解析による磁気圏・電離
圏結合モデルのパラメータ感受性の検証

才田　聡子 H27.4.1 ～
H28.3.31

樋口　知之 所長

九州工業大学情報工学部
システム創成工学科・准教授

バイオイメージインフォマティクス分野にお
ける汎用的データ解析手法の開発

徳永　旭将 H27.4.1 ～
H28.3.31

吉田　亮 准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸地震の発
生

松浦　充宏 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

アカデミアシニカ（中央研究
院）統計科学研究所・主任
研究員

クラスタリングのためのカーネルマシン陳　素雲 H27.4.1 ～
H27.4.11

江口　真透 教授

地震災害に対する観光産業での備えLihui Wu H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

特命教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ馬場　康維 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

特命教授

（企画グループ・研究支援担当）

寄附金の受入れ

（企画グループ・財務担当）

（企画グループ・人事担当）

受入決定年月日 寄附者 寄附金額（円）
H27.3.4 一般社団法人CRD協会

寄附目的
山下　智志

担当教員
3,600,000 データ科学に関する研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職

椿　　広計
西山　陽一
渋澤　知祥
夛田　健一

統計センター理事長
早稲田大学国際教養学部准教授
信州大学財務部長
東京大学

データ科学研究系構造探索グループ教授
数理・推論研究系統計基礎数理グループ准教授
極地研・統数研統合事務部長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

平成27年3月31日転出者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用
採　用

坂田　綾香
能住　勝德
林田　豊治

統計思考院助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

理化学研究所基礎科学特別研究員
宮崎大学財務部長
お茶の水女子大学人事労務課長

平成27年4月1日転入者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
昇　任 川﨑　能典 モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授 モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授

平成27年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 職　　名 任　　期
兼　務

兼　務

兼　務

兼　務
兼　務

兼　務
兼　務

兼　務

兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

田村　義保

伊藤　　聡

金藤　浩司

中野　純司
山下　智志

栗木　　哲
川﨑　能典

足立　　淳

黒木　　学
樋口　知之
吉野　諒三
福水　健次
松井　知子
丸山　　宏

副所長
データ同化研究開発センター副センター長
運営企画本部評価室長
副所長
運営企画本部企画室長
運営企画本部NOE推進室長
副所長
運営企画本部広報室長
モデリング研究系研究主幹
データ科学研究系研究主幹
リスク解析戦略研究センター長
数理・推論研究系研究主幹
統計科学技術センター長
統計思考院長
図書室長
統計科学技術センター副センター長
統計思考院副院長

リスク解析戦略研究センター副センター長
データ同化研究開発センター長
調査科学研究センター長
統計的機械学習研究センター長
統計的機械学習研究センター副センター長
サービス科学研究センター長
運営企画本部知的財産室長

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日役職者の異動

異動内容 氏　　名 兼務先 本    務
兼　務

兼　務

兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

伊藤　　聡

金藤　浩司

丸山　　宏
坂田　綾香
能住　勝德
林田　豊治

運営企画本部
運営企画本部知的財産室
運営企画本部
運営企画本部企画室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部広報室
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ助教
運営企画本部
運営企画本部企画室
運営企画本部評価室

数理・推論研究系計算推論グループ教授

データ科学研究系構造探索グループ教授

モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授
統計思考院助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

平成27年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本    務
兼　務
兼　務
兼　務

丸山　　宏
北村　浩三
遠藤三津雄

運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室

モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授
情報・システム研究機構リサーチ・アドミニストレーター
極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（人事担当）

平成27年2月1日所内異動兼務（研究教育職員、URA、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免

丸山　　宏
山下　智志
金藤　浩司
丸山　直昌
松井　知子

運営企画本部企画室女性研究者活動支援室 
運営企画本部評価室 
運営企画本部広報室 
運営企画本部知的財産室 
運営企画本部NOE推進室 

平成27年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。

赤池 弘次 他, モデリング ： 広い視野を求めて（室田 一雄, 池上 敦子, 土谷 隆（編））, 近代科学社, 東京, 2015.03

Alam, M. A. and Fukumizu, K., Hyperparameter selection in kernel principal component analysis, Journal of Computer 

Science, 10(7), 1139-1150, doi:10.3844/jcssp.2014.1139.1150, 2014.02

Alam, M. A. and Fukumizu, K., Higher-order regularized kernel canonical correlation analysis, International Journal of 

Pattern Recognition and Artificial Intelligence, doi:10.1142/S0218001415510052, 2015.02

安藤 晴夫, 柏木 宣久, 和波 一夫, 石井 裕一, 東京湾における底層DOデータの解析, 東京都環境科学研究所年報, 94-95, 

2014.11

人　事
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氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 称号付与

慶應義塾大学・名誉教授 共同研究スタートアップ清水　邦夫 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

国立アテネ観測所・研究員 統計的モデルに基づいてクーロン応力変
化によって誘発された地震活動の研究

Margarita
Segkou

H27.4.1 ～
H27.4.7

庄　建倉 准教授

東京大学・特別研究員 リアルタイム余震確率予測の実用化近江　崇宏 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

北九州工業高等専門学校・
准教授

グローバルMHDシミュレーションの可視化
と大規模データ解析による磁気圏・電離
圏結合モデルのパラメータ感受性の検証

才田　聡子 H27.4.1 ～
H28.3.31

樋口　知之 所長

九州工業大学情報工学部
システム創成工学科・准教授

バイオイメージインフォマティクス分野にお
ける汎用的データ解析手法の開発

徳永　旭将 H27.4.1 ～
H28.3.31

吉田　亮 准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸地震の発
生

松浦　充宏 H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

アカデミアシニカ（中央研究
院）統計科学研究所・主任
研究員

クラスタリングのためのカーネルマシン陳　素雲 H27.4.1 ～
H27.4.11

江口　真透 教授

地震災害に対する観光産業での備えLihui Wu H27.4.1 ～
H28.3.31

庄　建倉 准教授

特命教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ馬場　康維 H27.4.1 ～
H28.3.31

中野　純司
統計思考院長

特命教授

（企画グループ・研究支援担当）

寄附金の受入れ

（企画グループ・財務担当）

（企画グループ・人事担当）

受入決定年月日 寄附者 寄附金額（円）
H27.3.4 一般社団法人CRD協会

寄附目的
山下　智志

担当教員
3,600,000 データ科学に関する研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職

椿　　広計
西山　陽一
渋澤　知祥
夛田　健一

統計センター理事長
早稲田大学国際教養学部准教授
信州大学財務部長
東京大学

データ科学研究系構造探索グループ教授
数理・推論研究系統計基礎数理グループ准教授
極地研・統数研統合事務部長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

平成27年3月31日転出者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用
採　用

坂田　綾香
能住　勝德
林田　豊治

統計思考院助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

理化学研究所基礎科学特別研究員
宮崎大学財務部長
お茶の水女子大学人事労務課長

平成27年4月1日転入者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
昇　任 川﨑　能典 モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授 モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授

平成27年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 職　　名 任　　期
兼　務

兼　務

兼　務

兼　務
兼　務

兼　務
兼　務

兼　務

兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

田村　義保

伊藤　　聡

金藤　浩司

中野　純司
山下　智志

栗木　　哲
川﨑　能典

足立　　淳

黒木　　学
樋口　知之
吉野　諒三
福水　健次
松井　知子
丸山　　宏

副所長
データ同化研究開発センター副センター長
運営企画本部評価室長
副所長
運営企画本部企画室長
運営企画本部NOE推進室長
副所長
運営企画本部広報室長
モデリング研究系研究主幹
データ科学研究系研究主幹
リスク解析戦略研究センター長
数理・推論研究系研究主幹
統計科学技術センター長
統計思考院長
図書室長
統計科学技術センター副センター長
統計思考院副院長

リスク解析戦略研究センター副センター長
データ同化研究開発センター長
調査科学研究センター長
統計的機械学習研究センター長
統計的機械学習研究センター副センター長
サービス科学研究センター長
運営企画本部知的財産室長

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日
平成27年4月1日～平成29年3月31日

平成27年4月1日役職者の異動

異動内容 氏　　名 兼務先 本    務
兼　務

兼　務

兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

伊藤　　聡

金藤　浩司

丸山　　宏
坂田　綾香
能住　勝德
林田　豊治

運営企画本部
運営企画本部知的財産室
運営企画本部
運営企画本部企画室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部広報室
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ助教
運営企画本部
運営企画本部企画室
運営企画本部評価室

数理・推論研究系計算推論グループ教授

データ科学研究系構造探索グループ教授

モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授
統計思考院助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

平成27年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本    務
兼　務
兼　務
兼　務

丸山　　宏
北村　浩三
遠藤三津雄

運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室
運営企画本部企画室女性研究者活動支援室

モデリング研究系潜在構造モデリンググループ教授
情報・システム研究機構リサーチ・アドミニストレーター
極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（人事担当）

平成27年2月1日所内異動兼務（研究教育職員、URA、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免

丸山　　宏
山下　智志
金藤　浩司
丸山　直昌
松井　知子

運営企画本部企画室女性研究者活動支援室 
運営企画本部評価室 
運営企画本部広報室 
運営企画本部知的財産室 
運営企画本部NOE推進室 

平成27年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。

赤池 弘次 他, モデリング ： 広い視野を求めて（室田 一雄, 池上 敦子, 土谷 隆（編））, 近代科学社, 東京, 2015.03

Alam, M. A. and Fukumizu, K., Hyperparameter selection in kernel principal component analysis, Journal of Computer 

Science, 10(7), 1139-1150, doi:10.3844/jcssp.2014.1139.1150, 2014.02

Alam, M. A. and Fukumizu, K., Higher-order regularized kernel canonical correlation analysis, International Journal of 

Pattern Recognition and Artificial Intelligence, doi:10.1142/S0218001415510052, 2015.02

安藤 晴夫, 柏木 宣久, 和波 一夫, 石井 裕一, 東京湾における底層DOデータの解析, 東京都環境科学研究所年報, 94-95, 

2014.11

人　事

R
eport

所外誌掲載論文等
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荒井 耕, 尻無濱 芳崇, 岡田 幸彦, 医療法人における責任センター別損益業績管理による財務業績改善に関する検証̶非営
利組織での管理会計の有効性評価̶, 会計プログレス, 15, 14-25, 2014.09

Arakawa, T., Tanave, A., Ikeuchi, S., Takahashi, A., Kakihara, S., Kimura, S., Sugimoto, H., Asada, N., Shiroishi, T., Tomi-

hara, K., Tsuchiya, T. and Koide, T., A male-specific QTL for social interaction behavior in mice mapped with 

automated pattern detection by a hidden Markov model incorporated into newly developed freeware, Journal of 

Neuroscience Methods, 234, 127-134, 2014.08

浅川 大地, 古市 裕子, 柏木 宣久, 山本 敦史, 橋本 俊次, 船坂 邦弘, 有機指標成分の測定とCMBKモデルの適用による大阪
市のPM2.5発生源寄与率推定, 大阪市立環科研報告, 76, 47-52, 2015.01

馬場 康維, はじめよければおわりよし, 季刊家計経済研究, 102, 88-89, 2014.04

Banderier, C., Hwang, H. –K., Ravelomanana, V. and Zacharovas, V., Analysis of an exhaustive search algorithm in 

random graphs and the nc log n-asymptotics, SIAM Journal on Discrete Mathematics, 28, 342–371, 2014

Bérard, J., Del-Moral, P. and Doucet, A., A lognormal central limit theorem for particle approximations of normalizing 

constants, Electronic Journal of Probability, 19, 1-20, 2014.06

Byrnes, T., Rosseau, D., Khosla, M., Pyrkov, A., Thomasen, A., Mukai, T., Koyama, S., Abdelrahman, A. and Ilo-Okeke, E., 

Macroscopic quantum information processing using spin coherent states, Optics Communications, 337, 102-109, 2014.08

Cattania, C., Hainzl, S., Wang, L., Roth, F. and Enescu, B. D., Propagation of Coulomb stress uncertainties in 

physics‐based aftershock models, Journal of Geophysical Research: Solid Earth, 119(10), 7846-7864, doi:10.1002/ 

2014JB011183, 2014.10

Cattania, C., Hainzl, S., Wang, L., Enescu, B. D. and Roth, F., Aftershock triggering by postseismic stresses: A study 

based on Coulomb‐Rate‐and‐State models, Journal of Geophysical Research: Solid Earth, doi:10.1002/2014JB011500, 

2015.02

Chen, L. H. Y., Hwang, H. –K. and Zacharovas, V., Distribution of the sum-of-digits function of random integers: A 

survey, Probability Surveys, 11, 177–236, 2014

Cruz, M. G., Peters, G. W. and Shevchenko, P. V., Fundamental Aspects of Operational Risk and Insurance Analytics: A 

Handbook of Operational Risk (Tsay, R. (ed) ), Wiley, New York, 2015.01

Dou, X., Kuriki, S., Maeno, A., Takada, T. and Shiroishi, T., Influence analysis in quantitative trait loci detection, Biometri-

cal Journal, 56(4), 697-719, doi:10.1002/bimj.201200178, 2014.04

Doucet, A., Pitt, M. K., Deligiannidis, G. and Kohn, R., Efficient implementation of Markov chain Monte Carlo when 

using an unbiased likelihood estimator, Biometrika, doi:10.1093/biomet/asu075, 2015.03

江口 真透, 小森 理, 小原 敦美, Duality of maximum entropy and minimum divergence, Entropy, 16, 3552-3572, 2014.06

Eguchi, S., Komori, O. and Ohara, A., Duality in a maximum generalized entropy model, AIP Publishing, 1641, 297-304, 

doi:10.3390/e16073552, 2015.01

Feng, R. and Shimizu, Y., Potential measures for spectrally negative Markov additive processes with applications in ruin 

theory, Insurance: Mathematics and Economics, 59, 11-26, 2014.11

Fujita, H., Iijima, W., Dhani, S., Santoso, A. D., Susanto, J. P., Tsubaki, H., Kitagawa, G. and Koide, N., Mobile application 

development for environmental informatics and feedback on cooking oil use and disposal in Indonesia, 2014 2nd 

International Conference on Technology, Informatics, Management, Engineering, and Environment (TIME-E), 29-33, 

doi:10.1109/TIME-E.2014.7011587, 2014.08

藤田 研二郎, 富永 京子, 原田 峻, 社会運動の連携研究におけるモデル構築の試み 『̶戦略的連携̶連携形成と社会運動』
を手がかりに̶, 書評ソシオロゴス, 10, 1-26, 2014.12

Fukasawa, A. and Takizawa, Y., Activity of a neuron and synchronization in a neural group, International Journal of 

Biology and Biomedical Engineering, 8, 35-43, 2014

Funakubo-Asanuma, Y., Mimura, T., Tsuboi, H., Noma, H., Miyoshi, F., Yamamoto, K. and Sumida, T., Nationwide 

epidemiological survey of 169 patients with adult Still’s disease in Japan, Modern Rheumatology, doi:10.3109/ 

14397595.2014.974881, 2014.11

船渡川 伊久子, 近年の日本における肺癌発生の推移と関連因子, 健康管理, 722, 19-25, 2014.08

Furukawa, T. A., Noma, H., Caldwell, D., Honyashiki, M., Shinohara, K., Imai, H., Hunot, V. and Churchill, R., Is a 

waiting list control a nocebo condition in psychotherapy trials? A contribution from network meta-analysis, Acta 

Psychiatrica Scandinavica, 130, 181-192, doi:10.1111/acps.12275, 2014.09

橋本 俊次, 柏木 宣久, ケミカルマスバランス法による環境汚染物質に対する発生源寄与率の推定, ぶんせき, 472, 144-151, 

2014.04

Hasuike, T., Katagiri, H. and Tsubaki, H., Constructive method for appropriate membership function integrating fuzzy 

entropy with smoothing function into interval estimation, Proceedings of 2014 IEEE 7th International Workshop on 

Computational Intelligence and Applications (IWCIA2014), 147-152, 2014.11

Hasuike, T., Katagiri, H., Tsubaki, H. and Tsuda, H., Sightseeing route planning problem by electric vehicle on the 

Time-Expanded Network, 2014 IEEE 7th International Workshop on Computational Intelligence and Applications 

(IWCIA), 147-152, 2014.11

Hasike, T., Katagiri, H., Tsubaki, H. and Tsuda, H., Biobjective sightseeing route planning with uncertainty dependent 

on tourist’s tiredness responding various conditions, International MultiConference of Engineers and Computer Scientists 

2014, 169-179, doi:10.1007/978-94-017-9588-3_13, 2014.12

Hasuike, T., Katagiri, H., Tsubaki, H. and Tsuda, H., Route planning problem with groups of sightseeing sites classified 

by tourist’s sensitivity under Time-Expanded Network, 2014 IEEE International Conference on Systems, Man and 

Cybernetics (SMC), 188-193, doi:10.1109/SMC.2014.6973905, 2014.10

蓮池 隆, 片桐 英樹, 椿 広計, 津田 博史, 電気自動車を利用した観光経路設計のための解法構築, IEEE SMC Hiroshima 

Chapter若手研究会講演論文集, 45-48, 2014.07

蓮池 隆, 片桐 英樹, 椿 広計, メンバシップ関数設定の柔軟性を考慮したファジィ数理計画問題 (不確実性の下での数理的意
思決定の理論と応用), 数理解析研究所講究録, 1912, 71-79, 2014.08

蓮池 隆, 片桐 英樹, オペレーションズ・リサーチにおけるメンバシップ関数設定の重要性, 知能と情報 (日本知能情報ファジィ学
会誌), 26(6), 2015.02

Hasuike, T., Katagiri, H., Tsubaki, H. and Tsuda, H., Transactions on Engineering Technologies (Yang, G. –C., Ao, S. –I., 

Huang, X. and Castillo, O. (eds.)), Springer, 2015.02

Hattori, S. and Henmi, M., Stratified doubly robust estimators for the average causal effect, Biometrics, 70, 270-277, 2014.06

逸見 昌之, 推定関数と捩れを許す統計多様体, 京都大学数理解析研究所講究録, 1916, 18-36, 2014

Hirakawa, A. and Matsui, S., Dose-finding for two-agent combination phase I trials. In Developments in Statistical Evalua-

tion of Clinical Trials (van Montfort, K., Oud, J. and Ghidey, W. (eds.)), Springer-Verlag Berlin Heidelberg, 2014.10

Honda, M., Kuriyama, A., Noma, H., Nunobe, S. and Furukawa, T. A., Reply to letter: “The meta-analyses with transpar-

ency are needed”, Annals of Surgery, doi:10.1097/SLA.0000000000000593, 2015

Honda, T. and Härdle, W. K., Variable selection in Cox regression models with varying coefficients, Journal of Statistical 

Planning and Inference, 148, 67-81, 2014.05

Ieda, A., Oyama, S., Vanhamäki, H., Fujii, R., Nakamizo, A., Amm, O., Hori, T., Takeda, M., Ueno, G., Yoshikawa, A., 

Redmon, R. J., Denig, W. F., Kamide, Y. and Nishitani, N., Approximate forms of daytime ionospheric conductance, 

Journal of Geophysical Research, 119(12), 10397-10415, doi:10.1002/2014JA020665, 2014.12

Inoue, H., Shimizu, S., Nara, H., Tsuruga, T., Miwakeichi, F., Hirai, N., Kikuchi, S., Watanabe, E. and Kato, S., Basic study 

for new assistive technology based on brain activity during car driving, Journal of Robotics and Mechatronics, 253, 260, 

2014.05

Inoue, H., Shimizu, S., Nara, H., Tsuruga, T., Miwakeichi, F., Hirai, N., Kikuchi, S., Watanabe, E. and Kato, S., Attempts 

to Quantitative Analyze for the Change of Human Brain Activity with Physical and Psychological Load (Marcus, A. (ed)), 

Springer International Publishing, Switzerland, 2014.07

Inventado, P. S., Legaspi, R. S., Moriyama, K., Fukui, K. and Numao, M., Building policies for supportive feedback in 

self-directed learning scenarios, Theory and Practice of Computation (Proceedings of Workshop on Computation: Theory 

and Practice WCTP2013), 144-155, doi:10.1142/9789814612883_0010, 2014.11

Inventado, P. S., Legaspi, R. S., Moriyama, K., Fukui, K. and Numao, M., Sidekick: A tool for helping students manage 

behavior in self-initiated learning scenarios, International Journal of Distance Education Technologies (IJDET), 12(4), 

32-54, doi:10.4018/ijdet.2014100103, 2014

石黒 真木夫, 椿 広計, 宮本 道子, 柳本 武美, 弥永 真生, 岡本 基, 法廷のための統計リテラシー：合理的討論の基盤として, 近
代科学社, 東京, 2014.08

Ishikawa, K., Matsuura, H., Kamiya, N., Nakano, M., Tamagawa, M., Yukimasa, T., Yamanaka, M., Matsuzaki, T., Kondo, R. 

and Kubota, M., Chest injury evaluation at the time of the wheelchair fall, ICIC Express Letters, 8(5), 1413-1418, 2014.05
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荒井 耕, 尻無濱 芳崇, 岡田 幸彦, 医療法人における責任センター別損益業績管理による財務業績改善に関する検証̶非営
利組織での管理会計の有効性評価̶, 会計プログレス, 15, 14-25, 2014.09

Arakawa, T., Tanave, A., Ikeuchi, S., Takahashi, A., Kakihara, S., Kimura, S., Sugimoto, H., Asada, N., Shiroishi, T., Tomi-

hara, K., Tsuchiya, T. and Koide, T., A male-specific QTL for social interaction behavior in mice mapped with 

automated pattern detection by a hidden Markov model incorporated into newly developed freeware, Journal of 

Neuroscience Methods, 234, 127-134, 2014.08

浅川 大地, 古市 裕子, 柏木 宣久, 山本 敦史, 橋本 俊次, 船坂 邦弘, 有機指標成分の測定とCMBKモデルの適用による大阪
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「国際的な学会を立ち上げるときに、アメリカは自国が世界
の中心だと考えているのでInternationalという語句を使わな
い。一方でヨーロッパでは多くの国の集合体でアメリカに対峙
するためInternationalから始まる名前をつける。これに対し
て我々は…。」 これは今から20年ほど前に、ある小規模の学
術機関（研究会）を立ち上げる際にH先生が述べられた挨
拶の言葉である。実はこの後、どのような話の成り行きになっ
たのか殆ど覚えていないのだが、H先生の最初の言葉はそ
の後もずっと記憶に残っていて、現在に至るまで諸学会や機
関の基本的なスタンスの違いや学術水準の理解に役立って
きた。
私の専攻の自動制御に関する国際学会としてIFAC

（International Federation of Automatic Control；国 際
自動制御連盟）とIEEE（The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers, Inc.；米国電気電子学会 ）の中の
CSS（Control Systems Society；制御システム学会）の2つ
の機関があるが、これら2つの関係がヨーロッパ系の学会とア
メリカ系の学会として最初にあげた性質を強く持っている。
IFACは1957年にソビエト連邦によって世界初の人工衛星

スプートニク1号が打ち上げられた際に、西側諸国の自動制
御の研究者が危機感を持ち、東と西の定期的な研究会合を
開催する必要に迫られて同年に発足した。そのような経緯か
らIFAC第１回目の世界大会が1960年にモスクワで開催され、
第2回は1963年にバーゼル（スイス）で、以後何回かは東と
西でほぼ交互に世界大会が開催されるといった、政治的な色
合いの強い動機から出発している。ソ連崩壊後は東西を意識
することなく3年ごとに世界各地で開催され、2014年には初め
てアフリカ大陸（ケープタウン）で第19回世界大会が開催され
た。過去19回の世界大会の中には2回のアメリカ開催も含ま
れるが（極めて少数）、発足の経緯からヨーロッパの研究者が
多く運営に係わっており、事務局もウィーンにある。自動制御に
関する多様な応用分野を含む世界最大規模の学術機関であ
り、ヨーロッパを主体としたInternationalから始まる学会の典
型的な事例となっている。
これに対してIEEEは1963年にアメリカ電気学会（AIEE）

と無線学会（IRE）が合併して組織化され、計39の分科会
から構成されて、アメリカ発祥にもかかわらず、電気系で最
大の国際学術機関である。しかしその名称には、国際性を
強調した語句も、地域（国名）を特定化する修飾語も付いて
おらず、分野の特定はあるものの名前から見る限りただの

Institute（学会の集合体）である。日本語の翻訳では、学会
の運営主体を明らかにする意味もあり「米国電気電子学会」
あるいは「アメリカに本部を持つ電気電子学会」と記述され
る。CSSはこのIEEEに含まれる学会（分科会）の一つであり、
自動制御の理論と応用に関する分野を扱っているが、これに
も国際性や地域を表す名称が付いておらず、ただの
Societyとなっている。このCSSが主催する学術講演会とし
てCDC（Conference on Decision and Control；決定と
制御に関する会議）があるが、これも名称は国際性も地域
（国名）も明らかでないConferenceである。CDCの開催場
所としては発祥地のアメリカ国内が最も多いが、地域色のな
い名前も影響して、それ以外でも少なからず開催されている
（ギリシャ、日本、中国、スペイン、イタリア）。開催地に応じて
アメリカ以外の地域や国の学術機関との共同開催もあるが、
基本的立場として国際性も地域性も名称に加えない
Conferenceを貫いているように見える。しかし自動制御の特
に理論に関する分野では、CSSとCDCは世界で最高水準
であり、逆にSocietyとConferenceという呼称に学術水準に
対する揺るぎない自信を感じる（Kalman Filterの最初の論
文はCSSの論文誌に掲載されなかった）。
様々な段階での国際化が諸団体･機関の学術的な水準を

はかる目安とされているが、そのような流れを見る際に、この2
通りの国際化の方向を歩むIFACとIEEEのCSSは、単なる
名前だけの違いでなく、それぞれ独自の立場から学術レベル
に対する揺るぎない自負を体現しているように思われ、学会（あ
るいは機関）のスタンスと学術水準を判断するときの大きな尺
度になっている。

コラム


